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■内科統括                          

１  診療の概要 

令和６ 年度は既存の消化器内科、 呼吸器内科、 腎臓内科、 糖尿病・ 内分泌内科、

血液内科、 脳神経内科に加え、 新たにリ ウ マチ膠原病内科が新設さ れた。 それぞれ

の科が専門性の高い診療を行う と 同時に、相互に協力し ながら 内科全般の多様な疾

患を 網羅する 診療を行った。 ま た内科医師全員が日中・ 夜間救急業務を担当し 二次

救急に従事し た。  

 

２  令和６ 年度の診療 

（ １ ） 診療体制 

・ 新たにリ ウ マチ膠原病内科が常勤体制と なっ た。  

・ 二次救急受け入れを 24 時間 365 日体制で対応し た。  

・ 各科が協力し で専門性かつ横断性のある 内科診療を実施し た。  

（ ２ ） 医局会、 勉強会 

 ・ 内科医局会を定期で開催し 知識の共有を行った。  

 ・ 研修医の要望に応じ て、 内科における 最新の知見に関する 勉強会を実施し た。  

 

３  研修・ 教育 

（ １ ） 診療参加型臨床実習（ ク リ ニカルク ラ ーク シッ プ）  

 ・ 主に消化器内科が主体と なり 、 東京慈恵会医科大学から の医学生を教育し た。  

（ ２ ） 初期臨床研修医 

 ・ １ 年目６ 人、 ２ 年目６ 人の計 12 人が各内科での研修を行っ た。  

（ ３ ） 後期研修医 

 ・ 基幹施設と し て専門研修プロ グラ ム「 富士市立中央病院内科専門研修プロ グラ ム」

を登録、 当院から ３ 名の後期研修医を登録し た。  

 ・ 連携施設と し て「 東京慈恵会医科大学付属病院内科専攻医研修プロ グラ ム」、「 静岡

県立総合病院内科専門研修プロ グラ ム」、「 国際医療福祉大学熱海病院内科専門研修プロ

グラ ム」 を 登録し た。  

（ ４ ） 講習会への参加 

 ・ 救護所訓練（ 外傷初期診療、2 次ト リ アージ）、JMECC（ 日本内科学会認定内科救急）、

院内 I CLS 講習会に参加。  

 

４  令和７ 年度の目標 

（ １ ） 診療体制 

 ・ 現体制の維持と 救急医療体制の継続を行う 。  
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（ ２ ） 研修・ 教育体制 

 ・ 基幹施設と し て後期研修専攻医教育を継続する 。  

 ・ 内科学会、 各専門学会への学会発表、 論文提出を推奨する 。  

（ 文責 河野 優）  
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■糖尿病・ 内分泌・ 血液内科                        

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

副院長兼部長 藤井 常宏 副部長 廣津 貴夫 

医長 山崎 永幹 医員 山田 昴 

医員 中村 嵩 医員 浅田 健吾 

医員 杉本 大貴   

 

２  令和６ 年度の診療実績 

（ １ ）  外来診察（ 専門）  

藤井医師（ 悪性リ ンパ腫、骨髄異形成症候群、自己免疫性血小板減少性紫斑病、

多発性骨髄腫、 急性、 慢性白血病等）、 廣津医師（ 糖尿病、 内分泌疾患、 妊娠糖

尿病等）、 山崎医師（ 糖尿病、 内分泌疾患）、 山田医師（ 糖尿病、 内分泌疾患) 、

中村医師（ 悪性リ ンパ腫、骨髄異形成症候群、自己免疫性血小板減少性紫斑病、

多発性骨髄腫、 急性、 慢性白血病等）、 白木医師（ 糖尿病、 内分泌疾患)  

（ ２ ）  紹介外来患者数 

藤井医師： 213 名、 廣津医： 100 名、 山崎医師： 100 名、 山田医師： 214 名、  

中村医師： 99 名、 浅田医師： 199 名、 杉本医師： 130 名 

（ ３ ）  主な患者統計（ 新規患者数）  

 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

糖尿病 519 597 562 604 

悪性リ ンパ腫 46 23 34 50 

特発性血小板減少性

紫斑病 
34 31 42 

 

44 

 

骨髄異形成症候群 24 34 24 21 

多発性骨髄腫 21 16 19 26 

 

３  令和７ 年度の目標 

（ １ ）  糖尿病・ 内分泌内科 

外来患者が多く 、 開業医から の紹介患者が増加し ている 。 富士市在住の患者が

中央病院に集中し ている 現状を 踏ま え、 市役所職員、 富士市医師会と 協力し て、

糖尿病診連携ネッ ト ワ ーク を 構築し ている 。今後も 、病診連携を行っていく 上で、

問題点を抽出し 改善し ていく 。 入院患者への対応と し ては、 令和７ 年度に新たな

病棟医を２ 名迎え、新し い体制で診療を開始する 。当院への糖尿病の紹介患者は、

健康診断や症状自覚を 契機と し て近隣の診療所を 受診し 重度の糖尿病を 指摘さ

れる ケース が特に多く 、 初めて糖尿病の診療を 開始する こ と がある 。 初期の段階

で診断する こ と 、 合併症が進行する こ と の重大性、 患者自身の病気の理解が重要

であり 、チーム医療を充実さ せる と と も に富士市全体の糖尿病への関心を高める
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工夫が必要である 。  

（ ２ ）   血液内科 

当院は日本血液学会の専門研修教育施設に認定さ れている 。  

血液内科外来は、 月曜日と 木曜日に行っている 。 血液内科専門医のも と 、  

悪性血液疾患（ 急性白血病、 悪性リ ンパ腫、 慢性骨髄性白血病、 慢性リ ンパ性 

白血病 骨髄異形成症候群骨髄線維症等） や良性血液疾患（ 特発性血小板減少 

性紫斑病、 多血症、 血小板減少性紫斑病、 血友病、 原発性免疫不全症等） の 

診断、 治療を行っている 。 ま た骨髄バンク の調整医師活動も 行い、 骨髄移植 

の橋渡し のコ ーディ ネート を行っている 。 静岡県東部で無菌室を有し ている  

施設は少なく 、 当院では無菌室を現在３ 床有し ており 、 急性白血病の寛解導入 

療法に使用し ている 。  

 

（ 文責 廣津 貴夫）  
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■呼吸器内科                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

院長 児島 章 部長 木村 哲夫 

医員 藤本 祥太 医員 波多野 聡 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

呼吸器内科は、 一般的な肺炎から 当地域に多い気管支喘息、 慢性気管支炎、 肺気

腫と いった慢性呼吸器疾患や、 肺結核、 肺非結核性抗酸菌症、 気管支拡張症、 肺が

ん等の診断及び治療を行っている 。  

気管支拡張症等によ る 喀血に対し ては、放射線科に依頼し て気管支動脈塞栓術で

止血処置を行っ ている 。  

慢性気管支炎・ 肺気腫・ 間質性肺炎等で、 慢性呼吸不全状態にある 患者さ んに対

し ては、 在宅酸素療法（ HOT： Home Oxygen Ther apy） を導入し 、 家庭での酸素投与

を可能と し 、 生活の質の向上を 図っ ている 。  

肺がんに関し ては、 超音波気管支内視鏡を導入し 肺癌の診断率の向上を 目指し 、

静岡県立静岡がんセンタ ーと 連携し 、 総合的な治療を目指し ている 。  

ま た、 令和３ 年度よ り 、 院長の児島章医師の指導のも と 、 化学療法を開始し てい

る 。  

 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

気管支内視鏡検査 96 60 63 

 

３  令和７ 年度の課題 

令和７ 年度も 常勤医師４ 名によ る 診療体制が可能と なる ため、引き 続き 安定し た

診療を 行う こ と によ って、 地域医療に貢献する 所存である 。  

 

（ 文責 木村 哲夫）  
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■消化器内科                          

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 金井 友哉 医長 桐生 幸苗 

医長 丹羽 峻 医長 田村 幸 

医員 砂山 学 医員 西脇 興平 

医員 本多 一仁   

 

２  令和６ 年度の診療実績 

東京慈恵会医科大学消化器・ 肝臓内科から 派遣さ れた７ 人の常勤医師、 およ び５

人の非常勤医師で診療にあたった。  

入院診療に関し ては、 主に 5B病棟で診療にあたった。  

消化器内科専門外来は月から 金曜日の全ての外来診察日で行った。  

令和４ ～６ 年度の内視鏡検査・ 治療件数は以下の表に示す。  

EUS、 ERCP と いった胆膵内視鏡の検査・ 処置は豊富な症例数を維持し ている 。  
 

内視鏡治療 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

内視鏡的止血術 137 107 128 

大腸ポリ ペク ト ミ ー/EMR 349 425 497 

内視鏡的粘膜下層剥離術  41 30 28 

 

胆膵検査・ 治療 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

ERCP 381 513 440 

EUS 255 285 224 

 

経皮的ド レ ナージ 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

PTCD 3 9 7 

PTGBD 125 129 93 

 

肝癌治療 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

RFA or  PEI T 13 8 6 

TACE or  TAI  35 18 21 
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３  令和７ 年度の目標 

 令和４ 年度に導入し た外来大腸ポリ ペク ト ミ ーの影響でポリ ペク ト ミ ー、 EMR の件数

は上昇傾向にあった。  

昨今の消化器診療において、幅広い消化器分野の全ての領域で高水準を維持する こ と

は容易なこ と ではないが、 慈恵医大から 派遣さ れる 非常勤医師の先生方の力も 借り て、

富士市医療圏の消化器診療は当院で完結でき る よ う 、 日々精進し ていき たい。  

ま た、 新病院 WGも 始動し ており 、 働き やすい環境を整備し ていく べく 、 積極的に取

り 組んでいく 。  

 

 

（ 文責 金井 友哉）  
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■腎臓内科                            

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏   名 役 職 氏   名 

診療参事 笠井 健司 部長 高橋 康人 

医員 高村 毅 医員 松本 直人 

医員 宮﨑 令奈 医員 大久保 碧 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染蔓延によ り 腎臓病診療の制限は持続し ており 、 CKDネッ

ト ワ ーク によ る 紹介患者数は減少し た。 一方、 新規透析導入患者は 114 例と 多かっ

たが、その内で維持透析移行の患者数は 74 人と 減少し た。CKDネッ ト ワ ーク の解析

では、 当科への紹介から 透析導入ま での期間が、 6. 74±5. 90 カ 月（ 2014 年） →

34. 8±28. 4 カ月（ 2020 年） と 延長し た。 CKDネッ ト ワ ーク によ る 病診連携の取り 組

みによ り 、 透析導入数の減少及び透析期間を延長でき た可能性が考えら れた。  

腎生検件数は増加傾向で、 早期から の腎臓病への治療介入が進み、 I gA腎症、 維

持時制ネフ ロ ーゼ症候群、ANCA関連腎炎等の糸球体腎炎の症例は増加し ており 、今

後透析導入件数の減少が期待さ れる 。 又、 近年は高齢腎不全患者に対する 保存的腎

臓療法（ 高度 CKDに対する 対症療法や緩和ケア） が提唱さ れ、 当院でも 透析に依存

し ない選択肢の一つと し て保存的腎臓療法を行っ ている 。  

 

 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 

血液透析施行患者数 312 310 310 

血液透析施行回数 2, 589 2, 776 2, 854 

腹膜透析患者数（ 年度末）  9 6 3 
    

維持透析導入患者数  61 74 74 

血液透析／腹膜透析 60/1 73/1 67/0 
    

急性血液浄化施行患者数* 65 60 60 

 持続血液濾過透析 47 45 45 

 エンド ト キシン吸着 4 3 3 

 単純血漿交換 9 5 5 

 二重濾過血漿交換 3 2 2 

 血漿吸着療法 1 0 0 

 白血球除去療法 1 5 5 

*急性血液浄化療法施行件数に関し ては各科管理の症例を 含む  
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手術件数 80 78 81 

 血液透析アク セス  76 77 79 

 腹膜透析アク セス  4 1 2 

腎生検 44 39 48 

Ｃ Ｋ Ｄ 紹介（ 透析を除く ）  173   

 

３  令和７ 年度の課題 

（ １ ）  富士市 CKD ネッ ト ワ ーク の活動を中心に腎臓病の早期診断・ 早期治療介入を

継続する 。  

（ ２ ）  腎病理診断を中心に診療水準の向上を 図り 、 増加する 腎臓病患者への対応能

力を向上さ せる 。  

（ ３ ）  富士市 CKDネッ ト ワ ーク への薬剤師会参画によ り 医薬連携を進める 。  

（ ４ ）  富士市透析（ 防災）ネッ ト ワ ーク の施設数増加（ ８ 施設）に対応する と 同時に、

市外の医療機関と の連携の強化を図る 。  

（ ５ ）  高齢者における 保存的腎臓療法に対応でき る よ う にス タ ッ フ 教育を 行う 。 患

者には保存的腎臓療法の選択に至る 前に、 共同意思決定（ SDM） およ びアド バ

ンス ケアプラ ンニング（ ACP） を行っていく 。  

 

（ 文責 高橋 康人）  
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■脳神経内科                         

１  スタ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 河野 優 医員 中川 裕亮 

医員 幕 昴大 医員 高橋 麻葵 

 

２  令和６ 年度の診療実績  

令和６ 年度は部長と 医員の４ 名体制（ 育休休暇申請者も あり 実質３ 名） で診療を行った。  

外来診療は月から 金曜日の週５ 回、主に紹介制を取り 、物忘れ、し びれ、歩行障害など様々

な神経症状を主訴と する患者の診断、 治療およ び経過観察を行った。  

入院に関し ては全員が主治医と なり 治療を担当し た。  

さ ら に脳神経外科と 協力体制をと り 、 診療ツール「 Joi n」 を導入し 、 脳卒中症例を 24 時間

365 日の積極的に受け入れる 体制を継続し た。それに伴い脳血管障害の症例数が顕著に増加

し 、地域救急医療に貢献でき たと 自負し ている（ 血管障害の入院患者症例は脳神経外科と の

合算）。  

また早期認知症への新規薬剤を取り 入れ、 当地域の当科にし かでき ない治療を継続し た。 

筋電図検査に関し ては専門性の高い単線維筋電図の実施を開始し た。  

 

（ １ ）  疾患別入院患者数 

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

血管障害 

 

脳梗塞/脊髄梗塞 133 176 238 

脳出血 1 1 63 

一過性脳虚血発作 10 11 9 

感染・ 炎症性疾患 

 

脳炎/脳症 11 8 8 

プリ オン病 1 3 4 

髄膜炎 9 13 11 

変性疾患 

 

認知症 3 1 10 

パーキンソ ン病関連疾患 20 20 26 

脊髄小脳変性症 0 7 7 

運動ニュ ーロ ン病 14 10 10 

脱髄性疾患 多発性硬化症/視神経脊髄炎 17 15 20 

末梢神経障害 

 

ギラ ンバレー症候群 5 9 6 

慢性炎症性脱髄性多発神経炎 1 7 5 

筋疾患 筋炎 2 4 4 
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 重症筋無力症 11 7 6 

発作性疾患 てんかん/痙攣発作 16 35 30 

その他  63 211 100 

計  317 537 557 

 

 

（ ２ ）  特殊種検査実績 

                            （ 件）  

 脳波 針筋電図 神経伝導速度 

外来 120 25 120 

入院 122 20 45 

 

（ ３ ）  臨床調査個人票作成 

神経疾患の多く は難病と し て特定疾患治療研究事業の対象と なっている。 令和６ 年

度は臨床個人票を約 350 件、 介護保険主治医意見書を約 160 件記載する など、 書類

作成に関し ても 多大な時間を要し た。  

 

３  来年度の課題 

① 常勤医師の確保、 増員 

② 脳卒中診療の確立 

③ 神経診療の啓発、 教育 

④ 富士市難病連と の交流 

（ 文責 河野 優）  
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■リ ウ マチ・ 膠原病内科                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 

副部長 伊藤 晴康 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

 令和６ 年度よ り 、 新たにリ ウ マチ・ 膠原病内科を開設し た。 当科では、 関節リ ウ マチ

をはじ め、 全身性エリ テマト ーデス 、 皮膚筋炎、 多発性筋炎、 血管炎症候群（ 高安動脈

炎、 巨細胞性動脈炎、 結節性多発動脈炎、 ANCA関連血管炎など ）、 全身性強皮症、 シェ

ーグレ ン症候群、 混合性結合組織病、 抗リ ン脂質抗体症候群、 ベーチェ ッ ト 病、 リ ウ マ

チ性多発筋痛症、 脊椎関節炎など、 幅広いリ ウ マチ性疾患の診断およ び治療を行っ た。 

リ ウ マチ性疾患は多臓器に及ぶ全身性疾患である こ と が多く 、他診療科と の連携が重要

である 。 当科では他診療科と 協力し 、 質の高い医療の提供に努めた。 診療体制は、 外来

およ び病棟兼科（ 院内コ ンサルテーショ ン） と し 、 外来診療は完全紹介予約制にて運用

し た。 入院加療が必要な患者さ んについては、 症例に応じ て適切な診療科を選定し 、 他

診療科の協力を得ながら 、 病棟兼科と し て対応し た。  

ま た、 関節炎の病態把握、 疾患活動性の評価、 治療効果の判定を簡便かつリ アルタ イ

ムに行う こ と を目的に、 関節超音波検査の体制を整備し 、 令和６ 年度は計 44 件の検査

を実施し た。 引き 続き 、 地域の中核病院と し て、 専門性の高い医療の提供に努める 。  

 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

初診患者数 

（ コ ン サルテーショ ンを含む）  
－ － 228 人 

延べ患者数 － － 2, 275 人 

計 － － 2, 503 人 

 

３  来年度の課題 

専門的診療を 安定し て提供する ため、 医師やス タ ッ フの確保と 育成が課題である 。 さ

ら に、 関節リ ウ マチ診療においては、 整形外科と の連携をよ り 一層深め、 内科・ 外科の

両面から 患者に最適な治療を提供でき る 体制作り を行う 。 加えて、関節超音波検査の実

施体制の拡充を図る 。  

（ 文責 伊藤 晴康）  
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■高齢診療科                         

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 

医長 鈴木 英訓 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

  院外よ り ２ 名の紹介を いただいた。  

  さ ら に院内精神科よ り 、状態が安定し 処方の固定さ れた症例につき フ ォ ロ ーの依頼 

 があり 13 名が紹介さ れ、 う ち２ 名は状態が悪化し 、 再度精神科通院と なっ た。  

  

臨床検査科兼務であり 、 パニッ ク バリ ュ ーの確認・ コ メ ント 作成を継続。  

  その他、 ワ ク チン接種に従事し た。  

 

３  令和７ 年度の目標 

   病気のこ と を考える のはも ちろんだが、 患者さ ん・ 御家族の気持ち・ 悩みに寄り

添う 診療を心掛けていく 。  

 

（ 文責 鈴木 英訓）  
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■精神神経科                          

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 

部長 外岡 雄二 

 

２  令和６ 年度の診療実績  

（ 1） 外来診療： 週３ 日   ※月・ 水・ 木  

対象疾患： 統合失調症、 気分障害、 神経症、 認知症、 精神遅滞、 てんかん、  

アルコ ール依存症、 症状精神病など 。  

    （ 2） 入院患者診察： 毎日 

対象疾患： 当院で入院治療中の患者様の精神症状の病状管理…不眠・ 不穏・  

不安・ 抑う つなど 。  

（ 3） 臨床心理士によ る 心理カウ ンセリ ング・ 心理検査 

※水・ 木 週２ 日 

 

３  令和７ 年度の目標 

  浜松医大から 非常勤の臨床心理士の派遣を 受けている が、週２ 日で１ 名である ため、

新規の需要に応じ る のが困難な状況にある 。  

ま た、 コ ス ト 算定の問題が発生し 、 現在新たな心理カウ ンセリ ングの依頼およ び心

理検査の実施が困難な状況になっている 。  

当科では、 関係部署と 協議し 、 こ の問題の早期の解決を図り 、 今後も 精神医療およ

び臨床心理士によ る 心理カウ ンセリ ングの充実を図っていく 方向である 。  

 

（ 文責 外岡 雄二）  
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■循環器内科                          

１  ス タ ッ フ 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

富士地区の循環器疾患の救急医療を 心臓血管外科と 協力し 24 時間 365 日体制で、 看

護師、放射線技師、臨床工学技士、臨床検査技師と と も にチーム医療で取り 組んでいる 。

急性冠症候群に対し 緊急冠動脈造影検査を 174 例に施行し 、う ち 124 例に対し て経皮的

冠動脈イ ンタ ーベンショ ンを施行し ている 。 ま た、 心肺停止や心原性ショ ッ ク 例に対し

ても 経皮的心肺補助法（ VA-ECMO） や大動脈バルーンパンピ ング法（ I ABP） など の機械

的補助装置を用いて積極的に救命に努力し ている 。  

検査では非侵襲的に心臓超音波検査にて弁膜症や心機能の評価や、 多列型Ⅹ線 CT 装

置( MDCT： 512 ス ラ イ ス ） およ び核医学検査など で冠動脈疾患を診断をし ている 。 冠動

脈疾患には多枝病変を有する 症例も 多く 、血管内超音波法（ I VUS）、光干渉断層法（ OCT）、

冠血流予備量比（ FFR） 等の画像診断を 併用し 、 病変の形態や組織性状の把握、 虚血の

有無等を評価し 治療に取り 組んでいる 。  

下肢動脈疾患の治療も 積極的に行い、 総腸骨動脈、 大腿動脈、 膝窩動脈以下の病変に

対し 、 計 45 例にバルーン拡張やス テント を 用いた血行再建術を 施行し た。  

ま た、 今年度は不整脈に対し てアブレ ーショ ン治療を 34 症例に対し 施行し 、 致死性

不整脈に対し て１ 症例に植込み型徐細動器（ I CD） 治療、 薬剤難治性重症心不全に対し

４ 症例に心臓再同期療法（ CRT） を施行し た。  

当科は日本循環器学会認定循環器専門医研修施設、日本心血管イ ンタ ーベンショ ン治

療学会研修施設に認定さ れており 、循環器専門医５ 名、 日本心血管イ ンタ ーベンショ ン

治療学会専門医３ 名、指導医１ 名を有し 、学会発表も 積極的に行っている 。    （ 件） 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

冠動脈造影 925 793 832 

冠動脈イ ンタ ーベンショ ン 361 299 319 

緊急症例（ 治療）  189（ 144）  187（ 144）  174（ 124）  

末梢動脈疾患 34 28 45  

アブレ ーショ ン 60 59 34 

ペース メ ーカー植え込み術（ リ ード レ ス )  45( 12)  46( 22)  68( 30)  

I CD/CRT植え込み術 4 2 5 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 阪本 宏志 副部長 富永 光敏 

医長 野村 充希 医長 前原 智紀 

医長  増谷 祐人 医員 樽田 雅 

派遣医長 谷川 真一   
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３  来年度の課題 

不整脈に対し てのアブレ ーショ ン治療医は週 1 回の派遣医師のため治療症例数に制

限がある 。当院でのアブレーショ ン開始は、病診連携によ り 周辺の先生方にも 周知さ れ、

症例数が増え、 治療ま での待機期間が長いのが現状である 。 そのため、 医師の増員、 特

に不整脈医師の常勤を働き かけていき たいと 思っている 。 ま た、 心臓血管外科と 協力し

重症心不全や心原性ショ ッ ク 例に対し ての補助循環用ポンプカテーテル（ イ ンペラ ） や

弁膜症等に対する st ruct ur al  hear t  di sease( SHD) カテーテル治療の施設認定の取得に

向けて努めたい。  

 

（ 文責 阪本 宏志）  
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■心臓血管外科                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 田口 真吾（ ～12 月） 副部長 成瀬 瞳 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

 令和６ 年度は常勤医２ 名体制およ び慈恵本院から の協力を仰ぎ診療を行っ た。諸々の

事情によ り 夏以降は手術を 中止し たため手術数は著明に減少し た。  

 

   令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

虚血性心疾患 8 12 7 

弁膜症 17 19 7 

不整脈 7 7 5 

胸部大動脈 10 6 5 

腹部大動脈 4 7 1 

末梢血管 4 3 3 

その他（ 先天性、 心臓腫瘍等） 0 5 3 

緊急・ 準緊急手術数 7 9 2 

手術数（ 重複含む上記総計）  34（ 50）  34（ 50）  18（ 31）  

 

３  令和７ 年度の課題 

令和７ 年４ 月よ り チームを 再編し 、 深田( 平成６ 年卒) 、 遠藤( 平成 15 年卒) 、 小澤( 平

成 29 年卒) の３ 医師が着任し て４ 名体制と なり 手術を 再開する 。 ４ 人体制下では( 一般

的に) 年間 100-150 例程度の心臓大血管手術と 50-100 例程度の末梢血管手術が可能と な

る 。  

症例数の減少によ り 令和５ 年に学会認定修練施設を 取り 消さ れたのは大き な痛手で

ある 。 周知のと おり 認定施設ではない施設での研修は、 心臓血管外科専門医取得のため

のク レ ジッ ト と なら ないため若手医師の確保が困難と なり 、延いては科と し ての存続の

危機と なる 。 さ ら に追い打ちをかける よ う に認定修練施設申請の基準が厳し く なり 、こ

れま では年間手術数 50 例だったも のが、令和６ 年よ り 心臓大血管手術( おも に人工心肺

を使用する 手術) 40 例を含む 100 例の心臓血管外科手術が必要と なり 、 大き く ハード ル

が上がっ た。 認定修練施設を 取得し なければ、 経カテーテル的大動脈弁留置術( TAVI )

等に代表さ れる 血管内治療や小切開手術、 新し い人工弁の使用等が制限さ れ、 標準的治

療から 大き く 遅れをと る こ と になる 。 一方で、 静岡県内の医療圏と 心臓血管外科施設数

の関係を調べる と 、 他の医療圏が人口 20 万人程度に対し て１ 施設である のに対し 、 人
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口 36 万人前後を擁する 富士医療圏の心臓血管外科施設は当院のみであり 、 カバーし て

いる 人口は県内ト ッ プク ラ ス である 。勿論医療圏間のオーバーラ ッ プも あり 単純計算で

は比較でき ないが、 例えば静岡医療圏は約 70 万人の人口に対し て市立静岡病院と 静岡

県立総合病院の２ 施設で年間 1000 例程度の手術数がある こ と を鑑みても 、 症例数に関

し て当科の状況は悲観的ではないと 考えている 。  

今年度の目標と し て、 新体制下での診療フ ロ ーの確立、 他の地域へ流出し ている と 思

われる 症例を取り 戻すための周知と 啓発、 ス テント グラ フ ト 開始のための準備、 緊急手

術の積極的な受け入れ、 認定修練施設取得のための基盤づく り を主題と する 。  

 

（ 文責 深田 靖久）  
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■小児科                                  

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 秋山 直枝 医員 大川 佑花 

医長 尾形 仁 医員 北原 諒 

医員 武政 洋一 医員 林 凱輝 

医員 野中 絵美   

 

２  令和６ 年度の診療実績 

 基幹病院の小児科と し て、 一般小児、 救急、 新生児医療を地域で開業さ れている 先生

方、 富士市救急医療センタ ーと 連携し 、 24 時間 365 日体制で受け入れている 。 ま た、

静岡県立こ ど も 病院、 順天堂大学医学部附属静岡病院と も 連携し ている 。  

 令和６ 年度の退院数は総数 735 人、 その内訳と し て平成 26 年７ 月から 認可さ れてい

る NI CU（ 新生児特定集中治療室） 223 人、 呼吸器系 135 人、 感染症 60 人、 その他であ

った。新生児が約３ 割を占めていた。ま た８ 月よ り 小児の病床数は 20 床と なっている 。  

 専門的医療と し て、小児消化器内視鏡検査は総数 59件（ 上部消化器内視鏡検査 27件、

大腸内視鏡検査 20 件， 小腸カプセル内視鏡検査 12 件） であった。 食物アレ ルギーに対

し ての食物経口負荷試験は総数 74 件、 内訳は、 鶏卵 50 件、 牛乳 11 件、 小麦 7 件、 ピ

ーナッ ツ ４ 件、 エビ２ 件であっ た。 平成 30 年６ 月から はス ギ花粉やダニの舌下免疫療

法を 行っている 。  

 初期臨床研修医と と も に、 平成 28 年９ 月よ り 始ま った診療参加型臨床実習と し て、

東京慈恵会医科大学５ ～６ 年生の受け入れも 行っている 。  

 ま た、重症患者への対応のシミ ュ レ ーショ ン、病棟での勉強会を頻回に行う と と も に、

学会発表や論文投稿など、 医療全体への貢献も 積極的に行っている 。  

 

３  来年度の課題 

 地域医療機関、 三次医療機関と 密に連絡をと り 、 プラ イ マリ ・ ケアから 専門的医療ま

で包括的で質の高い小児医療を 提供する こ と を 引き 続き 目指し ていき たい。  

                               

（ 文責 秋山 直枝）  
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精神，行動の障害 n=3

眼，付属器 n=0

耳，乳様突起 n=0

皮膚，皮下組織 n=16

筋骨格系，結合組織 n=22

健康状態に影響をおよぼす要因 n=0

特殊目的用コード n=7

令和6年度 退院患者数 n=735

周産期に特異的な呼

吸障害
35%

胎児発育障

害
20%

血液障害
31%

感染症
5%

周産期

令和６年度

周産期に発生した病態

223症例

食物ｱﾚﾙｷﾞｰ

ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰ

89症例

川崎病

21症例

退院患者数 735名
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■外科                            

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

名誉院長 柏木 秀幸 副院長 梶本 徹也 

部長 鈴木 俊雅 副部長 吉田 清哉 

副部長 良元 和久 副部長 坪井 一人 

副部長 北村 博顕 副部長 武田 光正 

医長 岩内 聡太郎（ ４ 月～）    

医員 田地野 将太（ ～４ 月）  医員 志村 太雅（ ～４ 月）  

医員 蛭間 善章（ ４ 月～）  医員 黒田 希美（ ４ 月～）  

  

 

 

   

2023 年 12 月撮影      2024 年 12 月撮影 

２  令和６ 年度の診療実績 

食道良性手術 ９ 件、 胃・ 十二指腸良性手術６ 件、 胃がん手術 33 件( う ち腹腔鏡 13

件、 ロ ボッ ト ４ 件) 、 小腸手術（ 腸閉塞や悪性疾患など ） 39 件、 虫垂切除術 57 件（ う

ち腹腔鏡 51 件） 、 大腸良性手術( 憩室穿孔 etc)  22 件、 大腸がん手術 92 件( う ち腹腔

鏡 56 件、 ロ ボッ ト 支援下手術３ 件) 、 肛門手術（ 痔疾患など ） 11 件 、 鼡径・ 腹壁ヘ

ルニア手術 104 件（ う ち腹腔鏡３ 件） 、 胆嚢・ 胆管結石手術 52 件（ う ち腹腔鏡 47

件） 、 肝臓・ 胆道がん手術 21 件( う ち高難度手術 13 件) 、 膵がん手術 4 件、 乳がん手

術 71 件、 呼吸器手術 11 件( 全例胸腔鏡) 、 小児外科手術 20 件( う ち腹腔鏡 11 例)  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

上部消化管 33 56 53 

下部消化管( 小腸含む)  191 197 233 

肝胆膵 98 91 91 

ヘルニア 101 101 104 
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３  令和６ 年度の総括およ び令和７ 年度の課題 

令和５ 年にコ ロ ナ感染症が５ 類に変更さ れ、強制的な病床制限など も なく 落ち着き を

取り 戻し た令和６ 年であっ た。 人事では、 中堅と し て大車輪の働き を し ていた福島医師

が葛飾医療センタ ーへ異動と なり 、１ 名減でのス タ ート と なった。その後４ 月の人事異

動で、 岩内医師が追加派遣さ れ、 レジデント の定期交代で田地野医師、 志村医師に代わ

って、 蛭間医師、 黒田医師が派遣さ れた。  

業務では、 一昨年から 直腸がんに対する ロ ボッ ト 支援下手術を開始し ており 、 昨年か

ら 胃がんに対し ても 開始し 、 ４ 例完遂する こ と ができ た。 今後も 開業医の先生方にも ア

ピ ールし て、 直腸癌、 胃癌と も に症例を選びつつ実績を 重ねていき たいと 思う 。 ただ術

者資格の問題や慣れの問題も あり 、ま だま だ腹腔鏡手術と 比較し て手術時間が長く なり 、

結果的に手術枠を圧迫する 問題も あり 、軌道に乗せる ま でにはも う 少し 時間がかかる か

も し れない。  

総手術件数は昨年と 比較し て約５ ％（ 38 件） 増やすこ と ができ た。手術室の看護師不

足、 麻酔科医師不足が依然と し て解消さ れていない状況の中では、よ く 頑張れたと 感じ

ている 。 こ れも コ メ ディ カルの皆様のご協力のおかげと 感謝し ている 。 引き 続き ご協力

をお願いする と と も に、 病院に対し ては早急な改善策を 望むと こ ろである 。  

毎年書いている こ と だが、 外科の診療領域は手術だけでなく 化学療法や放射線治療

（ 照射や I VR） 、 緩和医療など にも 深く 関わっており 、 当科だけで治療が完遂する こ と

はなく 、 こ れま で以上にチーム医療が欠かせないと 考えている 。 そのため他科の医師は

も ちろん、 薬剤師、 認定看護師と の一層の連携を今後と も 密にし ていき たい。 ま た令和

５ 年４ 月から 認定さ れた地域がん診療連携拠点病院と し て、 キャ ンサーボード の開催、

勉強会の開催など を通じ て、こ れま で以上に周囲のがん診療病院や開業の先生方と の連

携を 図っていき たい。  

 

（ 文責 鈴木 俊雅） 

呼吸器 21 17 11 

乳腺 53 64 77 

小児外科 29 17 20 

手術総数( 鏡視下手術)  562( 239)  636( 207)  668( 210)  
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■整形外科                           
１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 奥津 裕也 副部長 三橋 真 

医長 笹本 翔平 医員 金谷 孔明（ ～６ 月）  

医員 一森 紫衣奈 医員 新井 莉紗子（ ～６ 月）  

医員 前田 拓哉（ ７ 月～）  医員 榊 太郎（ ７ 月～12 月）  

医員 榎内 智也（ １ 月～）  

 

２  令和６ 年度の診療実績 

静岡県東部地域の二次救急病院と し て、多く の外傷患者の診療・ 治療を行っ てき た。

当科の年間手術件数は 517 件で近年増加傾向である 。内訳は変形性関節症に対する 人

工関節手術（ 膝・ 股関節） は 109 件で、 そのう ち両側同日執刀例は 13 件である 。 高

齢者の大腿骨近位部骨折の手術は 188 件で、受傷後 48時間以内の手術執刀を 目指し 、

患者の病態を 精査後に手術を行っている 。二次性骨折予防継続管理料のう ち管理料Ⅰ

は 188 件、 管理料Ⅲは 638 件を取得でき ている 。 ま た、 受傷後 48 時間以内の緊急整

復固定加算は 32 件、 挿入加算は 19 件（ それぞれ 75 歳以上で加算可能） で大腿骨近

位部骨折執刀全体の 27. ７ ％を占めている 。 大腿骨近位部骨折自体の増収効果は 711

万円にのぼる 。  

令和元年度から 乳児股関節エコ ー検診（ 火、 木の午後） を行っている 。 令和３ 年度

から はエコ ー検診の重要性や股関節脱臼リ ス ク の予防の啓発と 検査結果の理解度の

向上を 目的に作成し た動画を検診前に視聴し て頂いている 。検査時間の短縮につなが

っている 。  

令和４ 年６ 月よ り 骨粗鬆症リ エゾンサービス を新設し た。その結果、 大腿骨近位部

骨折の二次性骨折予防に対する 骨粗鬆症治療介入がス ムーズに行われ、術後患者の骨

粗鬆症治療は高水準を保ち、退院・ 転院後の外来通院においても 継続治療が出来てい

る 。 令和５ 年から は口腔外科医師も チームに参加し たこ と で、骨粗鬆症薬の投与前に

口腔内確認を する こ と で薬剤関連顎骨壊死の予防をと っ ている 。 歯科依頼は 169 件

（ 全体 188 件中） で、 89. 9％と なっ ている 。  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

人工関節置換術 52 件 81 件 109 件 

大腿骨近位部骨

折( 骨接合術・ 人

工骨頭置換術)  

193 件 222 件 188 件 

その他 246 件 206 件 220 件 

合計手術件数 491 件 511 件 517 件 
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３  令和７ 年度の課題 

人工関節手術の執刀件数が 109 件と 大台に乗り 、 今後、市民講座など 開催し 紹介

患者を さ ら に増やし たいため、 手術室と 枠調整の相談をし ていく 。  

当院へ紹介およ び救急受診さ れる 大腿骨近位部骨折の患者の多く は重篤な既往

歴を有し ており 、術前精査や他科疾患の加療によ り 手術ま での待機時間が長い。 さ

ら に術後、地域連携パス に乗せても ス ムーズにリ ハビリ テーショ ン病院への転院が

早期に決ま ら ない。急性期病院内での情報共有や回復期病院と の連携を他職種も 含

め密に行っていく 。  

大腿骨近位部骨折術後患者の骨粗鬆症リ エゾン サービ ス 活動を 他の骨折にも 拡

大し ていき たい。ま た、 他科に潜む骨粗鬆症患者の抽出や院外への啓発活動も 併せ

ていく 。  

当院における ロ ード ＆ゴーのガイ ド ラ イ ン の制定や救急隊員を 含めた振り 返り

が必要と 思われる 。  

（ 文責 奥津 裕也）  
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■形成外科                             

１  スタッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

医長 坊 英明 医員 新田 直久 

 

２  令和６ 年度の診察実績 

前年度に引き続き救急要請や紹介患者に可能な限り 応需し 、 形成外科的治療を要する緊急

性の高い外傷を当院で完結さ せるこ と を目標に、 診療に当たった。  

手術件数は 1, 091 件であり 、 前年度より 103 件増加した。常勤医２ 名での症例数と しては全

国的にも かなり 多い施設と なっている。 当院では手の外傷症例が依然と して多く 、 切断指の再

接着術や皮膚軟部組織欠損に対する遊離皮弁術などマイク ロ サージャ リ ーを用いた治療も 行

った。  

 

令和６ 年度の診療実績は下記のと おり である。 （ 参考： 令和４ ・ ５ 年度併記）  

疾患分類別手術件数（年度別）                                                        （ 件）  

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

  入院 外来 入院 外来 入院 外来 

外傷 150 100 285 119 312 137 

先天異常 10 4 11 1 19 3 

腫瘍 58 215 106 221 111 221 

瘢痕・ 瘢痕拘縮・ ケロイド  5 14 9 14 11 10 

難治性潰瘍 14 3 26 7 16 6 

炎症・ 変性疾患 38 80 86 81 107 113 

美容（ 手術）  3 8 2 0 0 0 

その他 11 5 19 1 18 7 

計 289 429 544 444 594 497 

 

３   令和７ 年度の課題 

引き続き、 当医療圏の地域住民が安心し て生活を送れるよう 、 救急・ 外傷症例へ注力し

ていく 。 マイク ロサージャリ ー及び高難度手術の技術研鑽に努める。  

 

（ 文責 坊 英明）  

 

-75-



■脳神経外科                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 野田 靖人 副部長 渡邊 充祥 

医員 大川 駿 医員 加藤 千智 

医員 本橋 孝太 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

入院疾患の割合およ び手術数は表のと おり 。  

（ １ ） 入院疾患別割合( ％)  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

く も 膜下出血 6 7 6 

脳出血 16 19 19 

脳梗塞 9 15 20 

頭部外傷 40 34 25 

腫瘍 6 2 6 

脊椎 1 1 1 

血管内治療関連 9 10 13 

その他 13 12 10 

 

（ ２ ） 手術件数 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

頭部手術 178 143 179 

①開頭手術 38 22 31 

②神経内視鏡手術 4 3 6 

③脳血管内手術 32 35 75 

④頚動脈内膜剥離術   5 

⑤経鼻内視鏡手術   2 

脊椎手術 2 1 5 

 

・ 疾患別入院数割合はほぼ前年度同様だが、 脳梗塞患者は増加し た。  

・ 脳血管内治療は飛躍的に増加し た。 血管内治療専門医は常勤になり 、 脳梗塞の血栓

溶解治療を引き 継ぐ 血栓回収治療も 行なっている 。  
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・ 脳腫瘍、 開頭手術も 一昨年レ ベルま で回復し た。  

・ 入院期間は DPCⅡ期を 意識し 、 脳卒中地域連携パス によ る リ ハビリ テーショ ン転  

院が順調である 。  

 

３  令和７ 年度の課題 

・ 手術件数は 200 以上を目標と する 。  

・ 脳神経内科と 連携し て 24 時間、 365 日の脳卒中対応を 更に整備する 。  

・ 引き 続き 近隣施設や消防の救急担当に働き かけて救急患者が域外に流れる こ と を 

防止する 。  

・ よ り 専門性の高い手術（ 神経内視鏡手術、 特殊な血管内治療、 脳腫瘍手術） を大学

と 連携し て当院で受けら れる よ う にする 。  

 

（ 文責 野田 靖人）  
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■皮膚科                                  

１  スタ ッ フ  

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

部長 津嶋 友央 医員 田嶋 瑞帆 

 

２  令和６ 年度の診療（ 業務） 実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

外来患者数（ 人）  9, 897 9, 779 9, 390 

実入院患者数（ 人）  24 36 30 

手術件数（ 件）  164 170 156 

皮膚生検件数（ 件）  76 83 104 

 

３  来年度の課題 

 患者の症状にあわせて入院治療をすすめ、 よ り 質の高い医療を提供する 。  

 

（ 文責 津嶋 友央）  
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■泌尿器科                         .       

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 村上 雅哉 医長 今井 悠 

医長 小口 高広 医員 定兼 伊吹 

医員 荒川 裕昭 医員 勝見 恒太 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

令和６ 年度は常勤医６ 名と 非常勤医３ 名で診療を 行っ た。 悪性疾患、 尿路結石、 尿

路感染症など 泌尿器科領域全般の疾患に対し 、 初期治療から 緩和医療、 終末期治療ま

で一貫し た診療を 行い、 富士宮地区を 含む富士医療圏で入院診療・ 手術が可能な泌尿

器科と し て、 中心的存在と し て診療を 行っている 。 令和５ 年３ 月よ り ロ ボッ ト 支援下

腹腔鏡手術を導入し 、 前年度ま で行っ ていた腹腔鏡下前立腺全摘術よ り 大き く 件数が

伸び、 かつ安全に導入でき た。 結石治療に関し ても ESWL、 レ ーザー破砕装置によ る 経

尿道的／経皮的結石破砕術を行っ ており 、 結石の部位、 大き さ に関係なく 患者さ んに

適し た結石治療を 行える よ う にし ている 。 転移性腎癌、 尿路上皮癌や去勢抵抗性前立

腺癌に対し ては、 通院化学療法や新規治療薬を 積極的に導入し 治療を行っている 。  

 

主な手術の年次推移               ＊（ ） 内は開腹手術の件数 

 令和２ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 

経尿道的前立腺切除術 45 25 32 29 

経尿道的膀胱腫瘍切除術 204 192 152 150 

腹腔鏡下腎・ 尿管 

悪性腫瘍手術 
41（ 4）  25（ 3）  34（ 2）  25 

腹腔鏡下膀胱全摘術 9 9 13 13 

前立腺生検 170 134 177 228 

腹腔鏡下前立腺全摘術 13（ 5）  20 19 1 

ロ ボッ ト 支援下前立腺全

摘術 
- - - 44 

経尿道的結石破砕術 15 98 69 95 

体外衝撃波結石破砕術 528 102 352 178 

年間手術件数 

（ 生検・ ESWL 除く ）  
460 406 451 713 
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３  令和７ 年度の課題 

前立腺癌に対する ロ ボッ ト 支援下手術を 、 膀胱癌、 腎悪性腫瘍にも 適応を拡大し て

いき たい。 日頃よ り 紹介いただいている 近隣のク リ ニッ ク にも 周知いただき 、 市内で

完結でき る 治療を行っていき たい。  

 

（ 文責 村上 雅哉）  
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■産婦人科・ 生殖医療センタ ー                       

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 矢田 大輔 生殖医療センタ ー長 田島 浩子 

医長 井上 結貴 医長 佐々木 貴充 

医長 望月 琴美 医長 竹内 文子 

医員 大嶽 宙士 医員 大脇 克也 

医員 西松 雄基   

 

２  令和６ 年度の診療実績 

周産期の分野では、 地域周産期母子センタ ーと し て、 ハイ リ ス ク 分娩や地域から の母

体搬送の受け入れを行っている 。 令和６ 年度に当院でも JCI MELS（ 日本母体救命シス テ

ム普及協議会） の講習会を 院内で初開催し た。 ま た、 院内全体で gradeA 帝王切開や死

戦期帝王切開のシミ ュ レーショ ンを 定期的に行い、 緊急時に備えている 。  

婦人科良性疾患については、令和２ 年度よ り 骨盤臓器脱に対する 腹腔鏡下仙骨腟固定

術を 開始、 令和６ 年度よ り ロ ボッ ト 支援下子宮全摘術、 ロ ボッ ト 支援下仙骨膣固定術を

開始し た。 子宮筋腫については、 放射線科と 連携し 、 子宮動脈塞栓術も 行っ ている 。  

婦人科悪性疾患については、 手術・ 化学療法・ 放射線治療が行える 施設である こ と を

生かし 、 子宮頸癌・ 体癌・ 卵巣癌等の悪性腫瘍に対し て手術・ 化学療法・ 放射線治療を

組み合わせ、 様々な患者さ んの状態に応じ 、 ご要望にかなう 治療を 目指し ている 。  

生殖医療の分野では、 一般不妊治療から 生殖補助医療ま でを実施し ている 。 総合病院

の特色を生かし 、合併症を 有する 患者さ んには他科と の連携のも と で不妊治療を行って

いる 。 ま た、 医学的適応の妊孕性温存療法については、 以前から 医学的適応の精子凍結

は行っていたが、令和５ 年度よ り 医学的適応の卵子凍結、胚（ 受精卵） 凍結も 開始し た。  

 

主な診療実績 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

分娩件数 564 546 482 

母体搬送受入数 65      65 73    

帝王切開件数 124 145 132 

内視鏡下（ 腹腔鏡下およ び子宮鏡下） 手術数 277       290      326 

良性疾患（ 開腹及び膣式） 手術数 104 7 11 

悪性腫瘍手術数 22 23 38 

総手術数 527 465 507 
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生殖補助医療 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

人工授精周期 76 28 31 

採卵周期 72 118 51 

移植周期 59 93 43 

 

３  令和７ 年度の課題 

周産期の分野では、 令和７ 年度も 引き 続き 地域周産期母子センタ ーと し て、 ハイ リ ス

ク 症例や母体搬送も し く は急変し た妊婦が、安心し てお産ができ る よ う に周産期チーム

と し て、 小児科医師、 助産師、 看護師、 その他のス タ ッ フ と の連携を 今後も 大事にし て

いく 。 ま た、 出生前カウ ンセリ ング外来（ NI PT外来） について、 地域から の紹介を受け

入れる 体制を作っていき たい。  

婦人科の分野では、 ロ ボッ ト 支援下手術の実績を積んでいき 、今後は悪性腫瘍に対す

る 腹腔鏡下手術を開始し ていき たい。  

生殖医療の分野では、 医学的適応の妊孕性温存療法について、他科や他院と も 情報共

有し ていき たい。 ま た、 プレ コ ンセプショ ンケアの専門外来を開設し ていき たい。  

ま た、 学会活動への参加、 学会発表も 積極的に行い、 医療知識を深め、 最新の知見を

吸収し 、 実臨床に還元でき る よ う 邁進する 。  

 

（ 文責 矢田 大輔）  
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■眼科                             

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 藤谷 暢子 副部長 渡辺 勝 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

令和３ 年 10 月に眼科医３ 名体制と なったも のの、 大学から の派遣困難によ り 令和５

年度に引き 続き 令和６ 年度も 眼科医２ 名体制であった。視能訓練士も 増員でき ず２ 名の

ま ま であっ た。 外来診療は、 その他、 看護師２ 名、 看護補助２ 名で行った。  

基本的に、 月・ 火・ 水・ 木（ 第２ ・ ４ ・ ５ 週）・ 金曜日は２ 診、 第 1・ ３ 木曜日は１

診であった。  

午前中は、 紹介予約枠を使っ た紹介初診を最優先と し 、 ９ 時から 予約診察を行ってい

る 。 予約外や初診も 11 時ま での受付で診察可能である 。 午後は完全予約検査であり 、

視野検査、 眼位検査、 レーザー、 蛍光眼底撮影、 抗 VEGF 薬硝子体注射、 ボツ リ ヌ ス 毒

素製剤注射、 涙点プラ グ・ 鼻涙管シリ コ ンチュ ーブ挿入・ 霰粒腫・ 治療的表層角膜切除

等の外来小手術、 小児の弱視・ 斜視外来を行っている 。 ま た、 ブド ウ 膜炎に対する 自己

注射の指導や、 点眼が不得意な患者に対する 看護師の点眼指導等、き め細かい対応も 行

っている 。  

平成 24 年から 開始し たロ ービジョ ン外来も 継続し ている 。 月１ 回予約制で、 補助具

を合わせ、 日常生活のアド バイ ス を 行っている 。 i Pad によ る ロ ービジョ ンケアも 取り

入れており 、 他院から のロ ービ ジョ ン外来のご紹介にも 対応し ている 。  

ま た、 平成 26 年から 始めたオルソ ケラ ト ロ ジーは、 現在機器の問題で、 新規受け入

れを 休止し ている 。  

山梨大学眼科から 飯島裕幸名誉教授にお越し いただく 教授外来は継続し ている 。今後

も ２ か月に１ 回程度難症例を診ていただく こ と で、患者さ んのためだけでなく 我々の診

療技術の向上にも なる と 考えている 。  

中央手術室での手術は、月曜午後と 火曜午後に行っている 。白内障を中心に、緑内障、

網膜剥離、 翼状片、 斜視、 眼瞼内反症など 行っ ている 。  

白内障手術は、 片眼１ 泊２ 日入院と 日帰り 手術を選択し ていただき 、 行っている 。 様々

な理由で入院する こ と が難し い患者さ んのニーズを受け、徐々に日帰り 手術件数が増え

ている 。 認知症や精神発達遅滞等のために全身麻酔で行う 症例も 受け入れており 、 その

場合、 入院は３ 日と なる 。  

月１ 回山梨大学から 専門医を招き 、 網膜前膜、 黄斑円孔、 硝子体出血等の硝子体手術

を万全の体制で行っている 。  
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中央手術室での眼科手術                     （ 件）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

白内障手術 228 244 254 

緑内障手術 14 22 23 

硝子体手術 23 26 20 

網膜剥離手術 0 0 0 

強角膜縫合術 3 2 0 

翼状片手術 5 5 6 

斜視手術 7 5 1 

眼瞼内反症手術 6 11 6 

その他 1 0 0 

計 287 315 310 

                          （ 同時手術の重複あり ）  

 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

抗Ｖ Ｅ Ｇ Ｆ 硝子体注射 162 237 212 

 

 

３  令和７ 年度の課題 

当科の位置付けと し ては、 他院・ 他科と の連携である 。 感染症の流行によ り 控えてい

た近隣開業医の先生の個別訪問を再開し たいと 考えている 。当科の取り 組みを お知ら せ

し 、 更なる 連携強化に努める 。  

令和６ 年度に予定し た耳鼻咽喉科合同涙道手術はでき ていない。 再度症例を検討し 、

試行し たいと 考えている 。 今後涙道手術を発展さ せる こ と ができ る か、 模索中である 。 

ま た昨年度から 半日に行う 定期手術件数を見直し 、 白内障手術件数が増加し た。 今年

度も 維持し たい。  

  

（ 文責 藤谷 暢子）  
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■耳鼻咽喉科                         

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

医長 児玉 浩希（ ～６ 月）  医長 柳 徳浩（ ７ 月～）  

医員 土田 敬介 医員 佐伯 美咲（ ～12 月）  

医員 佐々木 美季（ １ 月～）    

 

２  令和６ 年度の診療実績 

常勤３ 名体制で診療を行っ ている 。 耳、 鼻、 咽喉頭、 頭頸部の診断・ 治療を幅広く 行

っている 。 午前中は一般外来を行い、 特別な治療や処置が必要と なる 場合は、 午後に行

っている 。 手術日は火・ 金の週２ 日間で、 高度な技術を必要と する 手術は東京慈恵会医

科大学の医師を招聘し 行っ ている 。進行癌症例は静岡県立静岡がんセンタ ーと 連携し て

いる 。  

手術件数                              （ 件）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

内視鏡下鼻副鼻腔手術 102 121 135 

内視鏡下鼻中隔手術 32 50 54 

内視鏡下下鼻甲介手術 40 52 67 

鼓室形成手術 9 12 9 

鼓膜形成手術 4 10 3 

鼓膜穿孔閉鎖術（ リ ティ ンパ）  6 9 9 

アブミ 骨手術 0 1 1 

顎下腺摘出術 4 3 1 

耳下腺腫瘍摘出術 9 7 6 

甲状腺腫瘍手術（ 良性）  21 13 8 

甲状腺腫瘍手術（ 悪性）  4 0 6 

バセド ウ 病手術 2 1 0 

口蓋扁桃摘出術 34 58 79 

 

３  令和７ 年度の課題 

 得意と する 鼻副鼻腔手術を中心に、 幅広い疾患の診断、 治療を引き 続き 行っ ていき た

い。 近隣の医療機関と も 密な連携を図り 、 救急医療にも 重き を 置き 、 地域医療に貢献し

ていき たい。  

（ 文責 柳 徳浩）  
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■放射線画像診断科                      

１  ス タ ッ フ 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

昨年度に引き 続き 、 CT・ MRI ・ RI ・ 超音波に関し て可及的迅速に全件読影を行ってお

り 、 画像診断管理加算２ （ CT/MRI /RI の８ 割以上の読影結果が、 常勤専門医によ り 撮影

日の翌診療日ま でに主治医に報告さ れる こ と を 条件に、 １ 件ごと に180点算定さ れる )

の算定施設基準を維持する こ と ができ た。 I VRに関し ても 各科から の依頼によ る 幅広い

処置を日々施行し ている 。  

 

過去３ ヶ 年度の診療実績                          （ 件）  

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

X線単純撮影 41188 43369 42084 

超音波検査 7248 7372 7469 

CT 23473 24473 31976 

MRI  6345 6869 9912 

核医学検査 986 1116 1139 

I VR 275 335 361 

 

３  令和７ 年度の課題 

画像診断に関し てはこ れま で通り 、 各科から の依頼検査を迅速かつ正確に提供でき

る よ う に日々努めていく 。 I VRに関し ては現在平日の非常勤医師への依頼と なっている

が、 止血術を含む緊急検査・ 治療にも 可能な限り 積極的に取り 組んでいく 。  

 

( 文責 荻原 翔)  

役職 氏名 役職 氏名 

部長 荻原 翔（ １ 月～）  医長 加納 瑠為（ ～12月）  
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■放射線治療科                         

１  ス タ ッ フ 

役職 氏名 役職 氏名 

医長 岡林 俊（ １ 月～）  部長 野中 穂高（ ～12月）  

嘱託診療参事 三川 秀文 

 

２  令和６ 年度の診療実績                       （ 人）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

総治療人数 232 233 237 

新患 169 167 208 

1)  脳・ 脊髄 1 2 0 

2)  頭頸部  0 1 3 

3)  食道 1 1 5 

4)  肺・ 気管・ 縦隔 17 8 15 

5)  乳腺 63 36 57 

6)  肝・ 胆・ 膵 3 6 8 

7)  胃・ 腸 14 14 15 

8)  婦人科 4 3 9 

9)  泌尿器系 56 88 86 

10)  造血器リ ンパ系 4 3 3 

11)  皮膚・ 骨・ 軟部 1 0 1 

12)  その他 ( 悪性)  1 0 0 

13)  良性 4 5 6 

再患 63 66 29 

 

３  令和７ 年度の課題 

放射線治療機器更新に伴う 放射線治療休止期間中は、 患者が滞り なく 治療でき る よ

う 近隣病院への連携を図っ ていく 。  

可及的速やかな放射線治療再開を目指す。  

放射線治療再開後は以下の高精度放射線治療の更なる 充実を目指す。  

・ 強度変調放射線治療 

・ 頭部およ び体幹部定位放射治療 

・ 画像誘導放射線治療 

・ 呼吸性移動対策 

（ 文責 岡林 俊）  
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■麻酔科                           

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 

部長 井上 恒佳 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

 過去３ 年間の麻酔科管理手術症例の推移は下表のと おり である 。  

現在は新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症によ る 手術室制限等は行われなく なっている 。  

し かし 、 昨年度末から 医療用麻薬フ ェ ンタ ニルの供給制限問題が発生し 、手術数制限

について検討せざる を得ない状況と なった。結果的には制限なく 手術管理を行う こ と が

でき た。  

昨年度の麻酔科管理症例数、 全身麻酔件数は一昨年度よ り も いく ら か増加し 、 いずれ

も 年間 1, 700 症例にあと 少し のと こ ろま でと なった。  

 

                                    （ 件） 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

麻酔科管理症例数 1, 554 1, 667 1, 698 

全身麻酔 

( 他の麻酔方法の併用を含む)  
1, 522 1, 663 1, 681 

硬膜外麻酔・ 脊椎く も 膜下麻酔 

( ど ちら か一方・ 両者併用を含む)  
16 9 9 

その他 16 15 8 

 

３  来年度の課題 

 麻酔科管理症例数は、新型コ ロ ナウ イ ルス 流行前と 同程度の年間 1, 700 件にま で増や

すこ と ができ た。 今年度は管理症例数を同程度に維持する こ と が第一の目標と なる 。  

ま た、 昨年度よ り 働き 方改革制度が本格的に運用さ れている 。 それに伴い、 定時手術

を定時内に終了さ せら れる よ う な手術室配置、麻酔科医配置を手術管理科と 行っていき 、

麻酔科、 手術室と も に時間外勤務の削減を行う こ と が第二の目標である 。  

フ ェ ンタ ニル供給制限は、 今年度になっても 継続中である 。 手術制限をかけなく ても

よ いよ う に、 薬剤在庫の管理を 薬剤科と 引き 続き 行っていく 。  

最後になる が、 常勤麻酔科医の勧誘も 継続し て行っていく 必要がある 。  

  

( 文責 井上 恒佳)  
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■病理診断科                            

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 

部長 遠藤 泰彦 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

 病理組織診断  5, 303 件 

 （ 内、 術中迅速診断）  138 件 

 細胞診断 4, 544 件 

 病理解剖   ３ 件 

 CPC開催  年３ 回 

 各診療科と のカンフ ァ レ ンス  多数 

         

   常勤医師１ 名、 非常勤医師２ 名、 臨床検査技師・ 細胞検査士６ 名、 医師事務作業

補助者１ 名を含めた構成で業務を行っており 、場合によ っては東京慈恵会医科大学

と の連携のも と 診断を行う こ と も あった。  

 

※ 過去３ 年間の診断件数                        （ 件）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

組織診断 

（ 内、 術中迅速診断）  

5, 145 

( 105)  

5, 596 

( 129)  

5, 303 

( 138)  

細胞診断 5, 163 4, 693 4, 544 

病理解剖 2 2 3 

 

３  令和７ 年度の目標 

病理診断は非常に重要な検査で、 特に腫瘍で陽性・ 悪性を 決める 場合には最終         

  診断と なる 。 こ のこ と は、 治療方針の決定、 治療効果の評価、 およ び予後判定に重

要な意味を持っ ている 。病理医は、常に患者さ んと と も に病気と 健康について考え、

最善の医療が提供でき る よ う 心がける 。  

 

                   （ 文責 遠藤 泰彦）  
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■歯科口腔外科                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

部長 井出 正俊 副部長 大岩 浩気 

医員 武内 信親   

 

２  令和６ 年度の診療実績 

地域基幹病院の歯科口腔外科と し て主に難抜歯、外傷、炎症、腫瘍、嚢胞、粘膜疾患、

奇形・ 変形症手術等の一般開業医では処置困難な症例を 扱っており 、 通常の一般歯科治

療は行っていない。  

昨年度の全身麻酔ま たは静脈麻酔の症例数は 162 例で、外来局所麻酔は 2, 167 例であ

った。 ま た、 その内訳は難抜歯が最も 多く 、 ついで嚢胞、 外傷の順であった。  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

難抜歯 1, 964 例 2, 055 例 1, 954 例 

嚢胞 64 例 59 例 42 例 

外傷 1 例 1 例 4 例 

その他 241 例 233 例 167 例 

計 2, 270 例 2, 348 例 2, 167 例 

 

３  来年度の課題 

当院は地域基幹病院であり 、当科は富士医療圏で唯一の病院口腔外科と し て地域医療

機関と 密な連携をはかり 、 手術症例を増やし たいと 考えている 。  

特に顎変形症の治療を、 歯科矯正医と 連携し 外科矯正症例数を増やす予定である 。  

当科では、 更に質の高い医療を提供でき る よ う 研鑽・ 努力し ていく 。  

 

（ 文責 井出 正俊）  
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■手術管理科                          

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 

部長 坪井 一人 

 

２  令和６ 年度の診療実績 

手術室の安全性や効率性の向上を目指し 、 手術室全体の運用や診療部の調整、 緊急時

の対応ができ る 管理体制を 構築し た。  

 

・ 手術件数等は手術室運営委員会の「 令和６ 年度の取組実績」 を参照。  

・ 特殊カンフ ァ レ ンス を行い、 安全な手術運営を行った。  

 

特殊カンフ ァ レンス 開催件数 

令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

         7           9           9 

 

３  令和７ 年度の課題 

・ 他診療部、 手術室ス タ ッ フ と 協力し 、 さ ら なる 手術室の効率で安全な運用を目指 

す。  

・ 手術医療機器の更新等の見直し を 行い、 適正な機器の選定、 管理を行う 。  

・ 手術枠を有効に使用する ためにアンケート を行い、 定期的に見直す。  

 

（ 文責 坪井 一人）  
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■臨床検査科                         

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

臨床検査医 鈴木 英訓 技師長 岩崎 佐知子 

副技師長 鈴木 英昭 副技師長 小野 美代子 

参事補兼主任 長峰 誠一郎 参事補兼主任 渡邉 広明 

主任 佐野 僚子 主任 大野 真一 

主任 山本 純子 主任 石井 孝良 

主査 宇野 真弓 主査 栗原 有紀子 

主査 清 亜矢 主査 尾形 裕以 

主査 阿部 愛 上席技師 内野 有子 

上席技師 宇藤 真由 上席技師 外山 卓矢 

上席技師 竹下 翔太 上席技師 池田 琢 

上席技師 山本 理紗 技師 鈴木 梓紗 

技師 柏木 里沙子 技師 永田 り の 

技師 後藤 敦也 技師 佐藤 朋佳 

技師 関口 昂馬 技師 佐藤 那有 

技師 平松 尚子 技師 安立 裕貴 

技師 佐野 綾南 技師 竹内 健太 

臨時職員 加藤 加代子 臨時職員 鈴木 雅人 

臨時職員 宇佐美 由紀子 臨時職員 左原 泰子 

臨時職員 中山 智美 臨時職員 遠藤 聡 

臨時職員 石川 隆之 臨時職員 庄司 映美 

医療補助員 望月 紅野 医療補助員 田中 往弥 

BML 事務員 中島 美和子 

２  令和６ 年度の業務実績                   （ 単位： 件）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

生化学検査 1, 962, 377 2, 031, 226 2, 013, 140 

血液検査 287, 496 289, 476 269, 150 

一般検査 84, 517 79, 335 81, 616 

輸血検査 32, 012 32, 668 32, 704 

生理検査 30, 410 31, 548 30, 992 

病理検査 11, 261 11, 069 11, 438 

細菌検査 37, 024 40, 698 40, 182 

採血患者数 64, 534 64, 291 66, 600 

剖検数 4 2 3 
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・ 日本医師会、 静岡県医師会、 日本臨床衛生検査技師会主催の外部精度管理調査に参加

し た。 基準範囲を満たし 検査精度およ び管理体制が適正である と 評価さ れた。  

・ ９ 月およ び３ 月に定期的な試薬の棚卸し を実施し 、 試薬管理の適正化に努めた。  

・ 中央放射線科と 臨床検査科が共同で実施し ていた産婦人科胎児超音波検査において、

令和６ 年４ 月よ り 臨床検査科単独の体制に移行し た。  

・ 新 検 査 シ ス テ ム 導 入 と 同 時 期 に 多 項 目 血 球 分 析 装 置 （ シ ス メ ッ ク ス 社

XR-3000/XR-1000） が更新さ れ、 I TP 診断に有用な「 幼弱血小板比率（ I PF）」 や体液

測定モード の解析が可能と なり 、 血液内科診療への支援体制を強化し た。  

・ ま た同時期に採血管準備シス テムも 更新し 、 採血台を６ 台から ７ 台へ増設し た。 更に

ク ラ ウ ド 採血待ち時間シス テムを導入し 、患者がス マート フ ォ ンから リ アルタ イ ムで

待ち時間や混雑状況が確認でき る 環境を整備し た。  

・ 救急外来において、 ク レ アチニン測定に対応し た血液ガス 分析装置を導入し た。 I CU

では機器更新を行い、 従来 I CU で使用し ていた装置を小児科病棟（ 4B 病棟） に移設

する こ と で、 小児科から の要望に対応し た。  

・ ７ 月よ り 検査シス テム、 生理検査シス テム、 輸血シス テム、 病理シス テムが新シス テ

ムに更新し た。 こ れによ り 、 輸血副作用入力方法、 輸血認証方法、 検査結果異常値の

確認（ パニッ ク 値）、病理レ ポート 参照機能、検体・ 細菌検査結果の画像参照ボタ ン、

検体検査文書と の項目連携等が新たに追加さ れ、 よ り 臨床に貢献する 体制を 整えた。 

・ 髄液グロ ブリ ンの定性検査のパンディ ・ ノ ンネアペルト ・ ト リ プト フ ォ ンについては 

よ り 高感度な検査法が確立さ れている こ と や過去５ 年間に依頼実績がなかっ たこ と

から 、 廃止し た。  

・ 消化器内科よ り 要望があった Fi b4 ス コ ア及び ALBI ス コ アの新たな計算項目を電子 

カルテよ り 依頼可能と し た。  

・ 小児科よ り 要望に応え、 拡大新生児マス ス ク リ ーニング検査を開始し た。  

・ 自動遺伝子免疫装置を更新し 、 抗酸菌 PCR検査を定期的に実施可能と し た。 こ れによ

り 、 検査結果の迅速な報告が可能と なり 、 I CTを通じ た院内感染対策への情報提供を

行った。  

・ 令和７ 年度当初予算において、 I SO 15189 認定取得に向けた予算要求を行い、 病院と

し て承認を得た。  

 

＜令和６ 年度医療機器の更新＞ 

   採血管準備シス テム一式（ テク ノ メ ディ カ）  

   多項目自動血球分析装置一式（ シス メ ッ ク ス ）  

   自動遺伝子免疫装置及び冷却遠心機（ 東ソ ー）  

   血液ガス 分析装置 救急外来・ I CU（ ラ ジオメ ータ ー）  

   試薬用保冷庫、 製剤保冷庫、 大型冷凍庫 
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＜各種認定等資格取得者状況＞（ 令和６ 年度取得者を含める ）  

名称 人数 名称 人数 名称 人数 

細胞検査士 ５ 名 認定輸血検査技師 ２ 名 認定血液検査技師 ４ 名 

認定一般検査技師 １ 名 認定超音波検査士 ５ 名 生殖補助医療胚培養士 1 名 

体外受精コ ーデイ ネータ ー １ 名 日本糖尿病療養指導士 ２ 名 心臓リ ハビリ テーショ ン指導士 １ 名 

認定病理検査技師 ３ 名 健康食品管理士 １ 名 栄養サポート チーム専門療法士 １ 名 

未病専門指導師 １ 名 国際細胞士 ２ 名 JHRS 認定心電図専門士 １ 名 

認定救急検査技師 １ 名 精度管理責任者 4 名 認定臨床化学・ 免疫化学精

度保証管理検査技師 

１ 名 

 

３  令和７ 年度の目標 

・ I SO 15189 認定取得に向け、 品質マネジメ ント シス テムの構築と 運用を推進し 、 国際

水準に準じ た検査体制を整備する 。  

・ 適切な精度管理と データ 活用によ り 、迅速かつ信頼性の高い検査結果の提供を継続し 、

計画的な機器更新と 業務改善を提案する 。  

・ 新病院建設を見据え、 検査業務の将来像を 検討し 、 施設・ 機器・ 人員体制に関する 課

題の整理と 長期的な準備を 開始する 。  

・ 認定資格取得に向けた支援を 行い、 人材育成や高度で専門的な医療を提供する 。  

・ 診療部、 看護部、 事務部、 診療技術部と の密な連携を図り 、 様々な意見、 課題に応え

ながら チーム医療と タ ス ク シフ ティ ングに貢献する 。  

・ 地域医療連携や I CTへの技術支援・ 情報発信を 通じ 、 病院全体の安全・ 安心に寄与す

る 。  

 

（ 文責 岩崎 佐知子）  
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■中央放射線科                         

１  ス タ ッ フ  

役職 氏名 役職 氏名 

技師長 杉山 伸一 副技師長 菅原 和仁 

副技師長 鍋島 雄和 副技師長 稲垣 伸一 

参事補兼主任 鈴木 和訓 参事補兼主任 澤口 信孝 

参事補兼主任 岡田 和教 主任 猪股 崇亨 

主任 大森 知枝 主任 鈴木 浩之 

主任 秋田 真弓 主査 岡根谷 侑 

主査 神田 直樹 主査 増田 裕司 

上席診療放射線技師 太田原 絢子 上席診療放射線技師 三日市 憲治 

上席診療放射線技師 大野 純希 上席診療放射線技師 飯野 紘司 

上席診療放射線技師 池谷 桃子 診療放射線技師 飯田 和磨 

診療放射線技師 塩﨑 博人 診療放射線技師 鈴木 健太郎 

診療放射線技師 長田 吉弘 診療放射線技師 笹山 陽一郎 

診療放射線技師 石川 凌聖 診療放射線技師 佐々木 喬弥 

医療事務員 中村 明日香 医療事務員 照沼 みど り  

 

２  令和６ 年度別の業務実績                     （ 単位： 人）  

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

一般撮影 31, 748 34, 223 33, 441 

乳房撮影 405 399 423 

ポータ ブル撮影 9, 035 8, 747 8, 789 

心臓カテーテル検査 956 925 872 

血管造影 275 335 360 

CT撮影 23, 473 24, 473 24, 855 

MRI 検査 6, 345 6, 869 7, 191 

アイ ソ ト ープ 986 1, 116 1, 109 

骨塩定量 1, 007 1, 249 1, 616 

X線 TV撮影 1, 439 1, 427 1, 197 

結石破砕 288 178 137 

放射線治療( 照射件数)  4, 146 3, 494 4, 330 

口腔外科撮影 2, 546 2, 669 3, 006 

超音波検査 7, 248 7, 372 7, 364 

画像フ ァ イ リ ング 8, 694 9, 105 9, 708 
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妊婦検診 1, 268 1, 445 0 

病診連携 1, 690 1, 587 1, 551 

 

   

 

   

・ 血管造影検査では、 積極的な脳血管内治療患者受け入れによ り 、 前年度から 件数増

加傾向にある 。  

・ 放射線治療において患者数は増。 治療方法変更によ り 照射件数増と なる 。  

・ STAT画像報告体制の構築を行っ た。  

・ 放射性医薬品投与における 廃棄物処理方法の改訂を行った。  

・ 災害時の血管撮影室における 移動型 X線透視装置の運用方法を構築し た。  

 

３  令和７ 年度の目標 

 ・ 多種多様なモダリ ティ ーに対応でき る 人材育成を行う 。 後進育成おいては各種専門

認定取得をめざし 、 専門性を探究でき る 人材育成を 行う 。  

 ・ 高額医療機器更新に関し て、 新病院建設・ 移転を念頭におき 、 医療の質向上をめざ

すと と も に計画的な更新をめざす。  

 

 令和７ 年度 中央放射線科目標 

   “ 高度な医療を 思いやり の心で 地域医療に貢献する ”  

 

（ 文責 杉山 伸一）  
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■臨床工学科                               

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

参事補兼主任 佐野 達哉 主任 勝間田 賢 

主任 諏訪部 新 主査 杉山 弘一 

上席臨床工学技士 平柳 圭佑 上席臨床工学技士 山口 智也 

上席臨床工学技士 佐野 汐里 臨床工学技士 レ オン マシュ ー 

 

２  令和６ 年度の診療業務実績                       （ 件） 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

透析業務（ 透析、 アフェ レーシス、 腹水濃縮）  2, 173 2, 762 2, 584 

中央管理機器貸出業務 4, 507 5, 197 4, 773 

中央管理機器点検およ びメ ンテナンス  823 683 704 

病棟およ び外来のラ ウ ンド 点検 1, 636 2, 498 2, 009 

手術室業務（ 人工心肺、 セルセーバー、 メ ンテナンス）   180 257 267 

心カテーテル業務（ CAG、 PCI 、 PTA等）  848 834 790 

心アブレーショ ン 60 55 27 

ペース メ ーカー業務（ 外来、 手術室）  809 840 623 

I CU業務（ CHDF、 PCPS、 I ABP）  289 289 338 

計 11, 325 13, 415 12, 115 

 

ME 機器 教育研修実績                        （ 回）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

中央管理 ME 機器勉強会 61 51 56 

I CU・ 手術室 ME機器勉強会 6 34 8 

計 67 85 64 

 

・ 血液浄化業務において、近年は免疫系疾患によ る アフ ェ レ シス 療法の増加傾向にある 。 

・ 令和６ 年度は、 手術室において人工心肺業務が減少し たが、 ロ ボッ ト 手術の増加によ

る 関わり が増えた。  

・ ペース メ ーカー関連の業務は、最近ではカテ室でのリ ード レ ス ペース メ ーカーの植込

みが増加し た。  

集計上心カテの件数にカウ ント さ れている ため件数が減少し てし ま っ ている が、  

集計方法を見直す必要がある と 考える 。  
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＜各種認定資格取得者状況＞ 

 認定団体 名称 人数 

公益財団法人医療機器センタ ー 透析技術認定士 ３  

３ 学会（ 一般社団法人 日本胸部外科

学会、 一般社団法人 日本呼吸器学

会、 公益社団法人 日本麻酔科学会）  

呼吸療法認定士 ５  

日本人工臓器学会 体外循環技術認定士 ２  

心血管イ ンタ ーベンショ ン治療学会 心血管イ ンタ ーベンショ ン技士 １  

日本不整脈心電学会 植え込み型心臓デバイ ス 認定士 １  

厚生労働省 日本 DMAT １  

 

３  令和７ 年度の課題、 目標 

令和７ 年度は心臓血管外科の症例が増加する こ と が見込ま れる 。 緊急手術の増加も

予想さ れ、 体制作り が急務と なる 。 人工心肺業務に関わる こ と ができ る ス タ ッ フ を増

やし 、 体制を構築し ていく 。  

ま た、 植込み型デバイ ス の入っ た患者の MRI 撮影も 増加や手術も 増えている ため、 突

発的な対応を求めら れても 対応でき る よ う 体制作り を行っていく 。  

 

（ 文責 佐野 達哉）  
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■リ ハビリ テーショ ン科                     

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

技師長（ 作業）  中村 公美 参事補兼主任( 理学）  深澤 史朗 

主任（ 作業）  竹川 圭亮 主任( 言語）  幾嶋 邦人 

主査（ 理学）  小田 純市 主査（ 理学）  山田 将史 

上席理学療法士 高橋 良太 上席理学療法士 若月 優 

上席理学療法士 永嶋 泰玄 上席理学療法士 梅原 健人 

上席理学療法士 早川 直貴 上席作業療法士 渡邉 亜希子 

上席作業療法士 杉山 かなた 上席作業療法士 大原 弘樹 

上席作業療法士 中嶋 信夫 上席言語聴覚士 石井 玲奈 

上席言語聴覚士 佐野 弘美 上席言語聴覚士 宮川 真理子 

理学療法士 三國 雄河 理学療法士 石川 大喜 

理学療法士 伊藤 大地 作業療法士 岡本 まなみ 

作業療法士 渡邉 和輝 言語聴覚士 古木 朋世 

事務補助員（ ～12 月）  大箸 悦子 事務補助員（ １ 月～）  松川 通代 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

※【 ９ 業務概要】 内【（ 27） リ ハビリ テーショ ン実施状況】 参照 

（ １ ）  リ ハビリ テーショ ン業務 

・ 早期リ ハビリ 介入のために、「 処方受理後１ 日以内の介入開始」 に取り 組み、 ３ 連休

以上の休暇時の「 休日リ ハビリ （ 合計 12 回）」 を実施し た。  

・ 必要時に患者家族等に対し てリ ハビリ 見学を 実施し た。  

・ 令和２ 年度よ り ス タ ッ フを病棟（ フ ロ ア） 担当制と し 、 各病棟の退院調整カンファ レ

ンス に参加し た。  

・ リ ハビリ 開始後の「 リ ハビリ 総合実施計画書」 でのリ ハビリ 状況の説明及び退院時の

リ ハビ リ テーショ ン指導によ り 、 安心安全なリ ハビリ 提供に努めた。  

・ 理学療法部門の臨床実習生２ 名を 受け入れた。  

【 処方件数及び疾患別リ ハ割合】  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

入院依頼件数（ 患者数）  2, 275 2, 547 2, 758 

外来依頼件数（ 患者数）  311 376 507 

疾患別リ ハビ リ  

処方割合（ ％）  

脳血管疾患 20. 1 19. 7 20. 2 

運動器疾患 29. 3 32. 3 34. 5 
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【 入院患者のリ ハビリ 実績】  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

 

入院患者転帰先

割合（ ％）  

在宅  57. 1 55. 0 54. 0 

リ ハビリ 病院  19. 8 20. 7 20. 1 

療養病院  4. 2 4. 0 4. 9 

施設  10. 0 10. 1 9. 9 

その他の病院  3. 0 3. 0 2. 7 

死亡  5. 9 7. 2 8. 3 

入院から リ ハビリ 開始までの日数  5. 4 4. 9 3. 9 

機能的自立度評価表（ FI M） 改善値  17. 0 点 17. 5 点 14. 6 点 

（ ２ ）  科内勉強会及び講師派遣 

勉強会（ 科内）  13 回 公害予防事業 １ 回 

勉強会（ 院内他部署）  ４ 回 職業講話（ 高等学校）  １ 回 

看護学校 １ 回 出前講座  １ 回 

（ ３ ） 各種認定資格取得者数（ 令和７ 年３ 月 31 日現在）  

名称 人数 名称 人数 

３ 学会合同呼吸療法認定士 8 名 認定理学療法士 4 名 

心臓リ ハビリ テーショ ン指導士 1 名 登録理学療法士 8 名 

腎臓リ ハビリ テーショ ン指導士 1 名 骨粗鬆症ネージャ ー 2 名 

日本摂食嚥下リ ハビリ テーショ ン学会認定士 2 名 医療安全管理者 2 名 

栄養サポート チーム専門療法士 2 名 認知症ケア専門士 1 名 

 

３  令和７ 年度の目標 

・ 令和７ 年度の科目標は「 早期リ ハビリ 介入の推進と 連携強化」 を 継続する 。  

・ 令和２ 年度から 導入し た「 病棟担当制」 において、 業務量・ 人材育成など の課題を生

じ たため、 令和７ 年度から は「 病棟チーム制」 から 「 部門体制」 に変更する 。「 早期

リ ハビ リ テーショ ンの充実」「 チーム医療の推進」 は継続し て取り 組む。  

・ 令和４ 年度よ り 開始し た「 休日リ ハビリ 」 は、 令和７ 年度も ３ 連休以上の休暇時（ 合 

計 13 回） に実施を 予定し ている 。 令和７ 年度は「 休日リ ハビリ 重点患者」 を設定し 、  

よ り 急性期のリ ハビリ に注力し ていく 。  

・ 人材育成の一環と し て、令和７ 年度も 科内勉強会・ 講師派遣・ 資格取得等に取り 組む。  

                       （ 文責 中村 公美）  

（ 入院＋外来）  廃用症候群 24. 2 22. 6 21. 0 

呼吸器疾患 15. 9 15. 6 15. 6 

心大血管疾患 10. 6 9. 7 8. 7 
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■栄養科                           

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

参事補（ 管理栄養士） 小俣 朋子 主査(管理栄養士) 谷津倉 融依 

栄養士 中村 磨浪 栄養士 小池 恭子 

栄養士 礒崎 曜大   栄養士 井村 真里菜 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

（ １ ） 給食管理業務 

・ 献立作成・ 発注・ 検収・ 材料仕込み・ 調理・ 盛り 付け・ 配膳・ 下膳・ 食器洗浄の一

連の給食管理業務は、 平成 10 年度よ り 全面委託と なっている 。  

・ 箸、 ス プーン及びマグカッ プの配膳に対し 、 返却数・ 破損状況の把握と し て、 毎月

第２ 土曜日の昼食後に数量確認、 定数管理を行い不足分は補充購入と し た。  

・ 献立会議を 毎週火曜日に委託側ス タ ッ フ と 共に開催し 、 検食時の所見を 考慮し た改

善策を 協議。 ま た嗜好調査を年２ 回、 常食及び高血圧食・ 塩分６ g 制限食喫食者を

対象に実施。 調査結果を踏ま えて改善策を講じ 、 献立には季節感や年間 20 回程度の

行事食も 取り 入れ、 よ り よ い食事提供ができ る よ う 努めた。  

・ 産科食は朝・ 昼・ 夕の３ 食、 その他一部の食種（ 一般食・ 常食・ 軟飯食・ 全粥食  

高血圧食・ 塩分６ ｇ 制限食・ 学童食・ 学食） については朝・ 夕の２ 食を選択メ ニュ

ーで対応し 、 選択メ ニュ ー加算（ １ 食 17 円追加） を実施し た。   

・ 小児アレ ルギー負荷試験の対応と し て、 卵・ 乳・ 小麦に対する 食物負荷試験食の提

供を行う こ と によ り 、 小児アレ ルギー食の個別栄養指導件数も 増加し ている 。  

・ 産後ケア事業の対応と し て、 入院実績ではないが常食の提供を行い対応し ている 。  

（ ２ ） 栄養管理業務 

 ・ 全入院患者の栄養管理状況の把握と し て、 栄養管理計画書の作成が必須と なってい

る ため、 栄養管理計画書を 毎日作成し 、 年間作成患者数は 23, 952 件と なっ た。  

・ 栄養サポート チーム加算算定には、 NST専任職員と し て管理栄養士が担当し てい 

る 。 ま た、 NST回診、 RST回診、 嚥下・ 口腔ケア回診、 褥瘡回診、 緩和ケア回診にも

参加（ 回診実績は別紙参照） し 、チーム医療の活動を通し て多職種と の連携を強め、

よ り 患者個々に応じ た食事内容、 栄養計画の作成、 栄養評価が可能と なった。  

・ 様々な回診を通じ て、 他職種のス タ ッ フ と の連携が円滑に行われている 。 ま た、 他

部門と の関わり と し て緩和ケアの栄養管理や病棟研修会の講師依頼も 出さ れた。  

 ・ 集団栄養指導は、 腎臓病教室（ 栄養科担当は腎臓病と 食事） は年 1 回実施さ れた。  
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・ 個別栄養指導の業務実績は以下のと おり である 。  

 表） 個別栄養指導件数の推移と 指導内容の内訳 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

個別栄養 

指導件数 
833 952 1, 223 

栄養指導内容 内訳（ 件数）  

１  
糖尿病及び合併症※ 

（ 240）  

糖尿病及び合併症※ 

（ 278）  

がん療法 

（ 236）  

２  
Ｃ Ｋ Ｄ 及び透析 

（ 167）  

Ｃ Ｋ Ｄ 及び透析 

（ 167）  

糖尿病及び合併症※ 

（ 221）  

３  心臓・ 高血圧（ 95）  心臓・ 高血圧（ 88）  心臓・ 高血圧（ 188）  

４  妊娠糖尿病（ 82）  妊娠糖尿病（ 75）  慢性腎臓病（ 148）  

５  
がん療法     

（ 62）  

嚥下食 

（ 59）  

嚥下食 

（ 66）  

※糖尿病及び合併症にはⅠ型糖尿病・ 糖尿病性腎症・ 糖尿病性高血圧症も 含む。  

・ 次に妊娠糖尿病・ 消化管切除術後・ 小児アレ ルギー食・ 脂質異常症・ 透析食・ 胆の

う 胆管炎・ 低残渣食と 件数が続き 、 がん治療の栄養指導件数が増加し た。  

（ ３ ） 校外実習生の受け入れ及び講師依頼 

 ・ 校外実習生受け入れと し て、 山梨学院大学から ２ 名、 名古屋学芸大学よ り １ 名の３

名に対し 、 それぞれ２ 週間の実習受け入れを実施し た。  

・ 職業講話、 院内勉強会（ 緩和ケア関連） の講師をそれぞれ担当でき た。   

ま た、 看護専門学校の講師と し て２ 学年に対し 臨床栄養学の講師を担当し た。  

 

３ ． 来年度の課題 

（ １ ） 栄養管理に必要な様々な回診に参加する こ と によ り 、 他部門と の連携を強化し 病 

棟配置も 視野に入れた患者個々に応じ た栄養管理の実践に努める 。  

（ ２ ）  今後も 経腸栄養剤や栄養補助食品等の見直し や検討を行い栄養管理に努めていく 。 

（ ３ ） 栄養管理業務を実施する 上で医療に関わる 一員と し て、 学会やセミ ナーに参加し  

認定資格の取得・ 保持する こ と でよ り 専門性を高め、 人材育成と し ても “ 認定専

門資格( ＊) の取得” を目指す。  

  ＊認定専門資格：  

NST専門療法士・ 日本糖尿病療養指導士（ CDEJ）・ 静岡東部糖尿病療養指導士 ( LCDE) ・

病態栄養専門管理栄養士・ がん病態栄養専門管理栄養士・ 腎臓病療養指導士・ 日本摂

食嚥下ﾘﾊﾋﾞ ﾘﾃー ｼｮﾝ学会認定士 など 

（ 文責  小俣 朋子）  
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■薬剤科                           

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

薬剤科長 加藤 寛史 副薬剤科長 渡辺 浩臣 

副薬剤科長 三澤 延司 副薬剤科長 大滝 哲也 

参事補兼主任 望月 保子 参事補兼主任 佐藤 実香 

参事補兼主任 川口 敬 主任 木元 慎一郎 

主査 阿部 一仁 主査 柴田 貴子 

主査 岩本 一徳 主査 松田 佑平 

主査 飛澤 香奈 主査 後藤 和美 

上席薬剤師 小林 正典 上席薬剤師 池田 嘉隆 

上席薬剤師 小坂 裕介 上席薬剤師 遠藤 大介 

上席薬剤師 鈴木 岳瑠 上席薬剤師 藤井 文音 

上席薬剤師 高橋 杏奈 上席薬剤師 本多 大樹 

上席薬剤師 仁藤 裕也 薬剤師 椎名 琴女 

薬剤師 倉田 陽加 薬剤師 佐野 京香 

医療補助員 村越 千絵 医療補助員 山崎 亜季子 

医療補助員 平田 佳代子 医療補助員 望月 比呂子 

医療補助員 澁谷 祐子   

２  令和６ 年度の業務実績 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

病棟薬剤業務実施加算１  120 点 25, 879 24, 059 23, 974 

薬剤管理指導料１  380 点 2, 511 1, 748 2, 445 

薬剤管理指導料２  325 点 5, 287 5, 689 4, 995 

退院時薬剤情報管理指導料 90 点 576 250 550 

無菌製剤処理料１ －イ 180 点 1, 677 1, 836 2, 196 

無菌製剤処理料１ －ロ 45 点 1, 144 1, 337 1, 640 

無菌製剤処理料２  40 点 583 740 363 

特定薬剤治療管理料２  100 点 281 267 291 

持参薬鑑別 7, 888 8, 230  8, 738 

持参薬再調剤 8, 243 8, 868 12, 349 

Ｔ Ｄ Ｍ解析 421 490 452 

院内製剤  ク ラ ス Ⅰ 

      ク ラ ス Ⅱ 

13 

50 

25 

33 

31 

41 
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      ク ラ ス Ⅲ 36 34 50 

院外処方せん疑義照会 1, 132 1, 087 3, 749 

注射薬個別払出し  238, 934 259, 203 255, 975 

・ 新規治験を １ 件実施し た。  

 

3 資格取得一覧 

認定団体 名 称 人数 

日本病院薬剤師会 
感染制御認定薬剤師 1 

病院薬学認定薬剤師 10 

日本薬剤師研修センタ ー 認定実務実習指導薬剤師 7 

日本静脈経腸栄養学会 栄養サポート チーム専門療法士 2 

日本糖尿病療養指導士認定機構 日本糖尿病療養指導士 1 

日本腎臓病協会 腎臓病療養指導士 1 

医療の質・ 安全学会 医療安全管理者 2 

日本医療機能評価機構 医療安全管理者 1 

日本骨粗鬆症学会 骨粗鬆症マネージャ ー 2 

静岡県 肝炎医療コ ーディ ネータ ー 1 

日本パーキンソ ン病・ 運動障害疾患学会 パーキンソ ン病療養指導士 1 

厚生労働省 日本 DMAT 1 

 

３  令和７ 年度の課題 

 病棟薬剤業務実施加算の推進に取り 組む。  

 ・ 薬剤管理指導料の算定件数の確保 

・ 病棟間格差の是正方法の検討（ 標準化・ 日報）  

医薬品在庫管理の適正化に取り 組む。  

・ 医薬品在庫額の削減を図る  

・ デッ ド ス ト ッ ク の有効期限切れによ る 廃棄の削減 

 ・ 注射薬の適正な管理を 検討する  

 薬剤師の質的向上を目指し 、 さ ら なる 自己研鑽に取り 組む。  

 ・ 各種専門・ 認定薬剤師資格の獲得 

・ 自己研鑽推進に向けた学会、 研修会等の参加の検討 

 

（ 文責 加藤 寛史）  

-104-



■医療技術科                         

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

副技師長（ 視能訓練士）  平岩 弘子 主任（ 歯科衛生士）  長橋 あゆみ 

主査（ 歯科衛生士）  北澤 美幸 主査（ 歯科衛生士）  山口 千裕 

上席視能訓練士 齋藤 夏菜 歯科衛生士 小佐野 優希 

歯科衛生士 梅原 未希 歯科衛生士（ ※）  加藤 恵美子 

歯科衛生士（ ※）  葉山 綾 

 （ ※） は会計年度任用職員 

 

 令和６ 年度の業務実績 

 ( １ )  視能訓練士 

  視機能検査（ 表１ 参照）  

  視能矯正 （ 表２ 参照）  

  ロ ービ ジョ ンケア（ 表３ 参照）  

 

 

 

 

表１    （ 件数）  

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

矯正視力検査・ 眼鏡処方・ 屈折検査 8, 931 8, 230 8, 074 

角膜曲率半径測定・ 形状解析 1, 423 1, 430 1, 453 

角膜内皮細胞顕微鏡検査 620 615 592 

（ 静的・ 動的） 量的視野検査 1, 477 1, 262 1, 304 

両眼視機能検査・ 眼筋機能検査 364 379 381 

眼底検査（ 三次元解析・ 画像撮影・

造影検査・ 光干渉断層血管撮影）  
2, 867 2, 187 2, 160 

超音波検査（ Ａ モード ・ 断層）  210 207 77 

光学的眼軸長測定   98 

中心フ リ ッ カー 194 160 172 

色覚検査（ 定量式・ パネル D-15）  26 26 40 

電気生理検査 ７  1 4 

オルソ ケラ ト ロ ジー １ 人 １ 人 １ 人 
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（ ２ ） 歯科衛生士 

     ① 歯科口腔外科における 外来業務 

  外来診察のアシス タ ント  

  外来外科手術の介助、 準備、 片付け、  

  障碍者・ 有病者に対する 外来歯科診療補助 

（ 全身麻酔下の診療補助も 含む）  

  全身麻酔下における 外科処置のアシス ト  

  麻酔科診察時における アシス ト 、 患者説明、 検査データ 確認 

     ② 口腔ケア・ 周術期口腔ケア  

   

 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

周術期等口腔機能管理計画策定料 134 191 209 

周術期等口腔機能管理料Ⅰ（ 手術前）  14 22 15 

周術期等口腔機能管理料Ⅰ（ 手術後）  1 7 6 

周術期等口腔機能管理料Ⅱ（ 手術前）  95 104 74 

周術期等口腔機能管理料Ⅱ（ 手術後）  156 193 257 

周術期等口腔機能管理料Ⅲ 113 224 201 

周術期等口腔機能管理料Ⅳ   84 

歯科衛生士実地指導料Ⅰ 627 900 1035 

周術期等専門的口腔衛生処置Ⅰ 293 425 478 

非経口摂取患者口腔粘膜処置  33 49 

表２    （ 件数）  

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

理学 斜視・ 弱視視能訓練 58 46 53 

表３    （ 人数）  

  令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

ロ ービ ジョ ン外来 2 2 2 

 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

口腔ケア依頼件数 201 369 320 

周術期口腔ケア依頼件数 134 191 209 

合 計 335 478 529 
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    （ ３ ） その他 

  富士市立看護専門学校の講師 

  日本歯科衛生士会、 認定歯科衛生士研修会への参加 

  栄養サポート チーム  、 呼吸サポート チームへの参加 

  病棟口腔ケア勉強会 

  歯科衛生士実習生の受け入れ 

 

＊認定専門資格 

 認定視能訓練士 

視能訓練士実習施設指導者 

    在宅療養指導口腔機能管理認定歯科衛生士 

医科歯科連携口腔機能管理認定歯科衛生士 

 

 ３  令和７ 年度の目標      

（ １ ）  視能訓練士  

  「 信頼さ れる 医療を 目指し 知識と 技術を向上さ せ安全な環境を 推進する 」 

   認定・ 専門視能訓練士の維持と 取得をする こ と で、 よ り 専門性を高め、  

知識と 技術を 向上さ せる  

   次世代の人材育成を積極的に行う  

   他部門と の連携を充実さ せ、 安全な医療環境を 整える  

 

（ ２ ） 歯科衛生士   

   安全で安心な質の高い医療のために、 高める 知識と 技術 

   障がい者歯科治療を安全に行う  

 

（ 文責 平岩 弘子、 長橋 あゆみ）  
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■看護部長室                         

１  ス タ ッ フ 

役職 氏名 役職 氏名 

副院長兼看護部長 

（ 日本看護協会認定看護管理者）  

秋山 ゆかり  副看護部長（ 総務担当） 中村 三千代 

副看護部長（ 教育担当） 齋藤 正美 

事務補助員 ３ 名 

 

２  所属の特色 

 看護部長室には、 副院長兼看護部長と ２ 名の副看護部長、 事務補助者の計６ 名が在籍

し ている 。 ス ムーズな看護部組織運営のため、 副看護部長は総務担当と 教育担当に業務

を分担し ている 。看護部長室は、必要な情報を 的確かつ迅速に看護長へ伝達する と 共に、

看護長から の報告も 徹底さ れ問題解決に向けた対応をし ている 。  

令和６ 年度の看護部の人事については、 ４ 月に看護長１ 名、 副看護長２ 名、 主任２ 名

が昇任さ れ新体制でス タ ート し た。 新規採用者は 38 名（ 新卒 29 名・ 既卒９ 名） を迎え

た。そのう ち助産師１ 名は当院産婦人科病棟の看護師が助産師を希望し 資格を 取得し 戻

ってき た。育休明け看護師は５ 月以降８ 名が復帰し 、各部署で業務調整を行い活躍し た。 

令和６ 年度は、 認知症ケアプロ ジェ ク ト チーム（ 以下 PJ）、 看護補助者活用 PJ、 ク リ

ニカルラ ダーPJ、 看護提供方式 PJ、 以上 4 つのプロ ジェ ク ト チームを看護長中心と し

て結成し カイ ゼンに取り 組んだ。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

目標「 急性期病院と し ての専門性を 発揮し 、 地域に繋げる 看護の提供」  

４ つの行動目標の達成度を S～Cで各部署評価 

 

 

 

 

 

 

行動目標１ ） 知識・ 技術を 高め、 根拠に基づいた責任ある 看護を実践する  

  各部署で自己学習の目標値を定め、 学研 e-ラ ーニングの視聴を行っ た。 静岡県看

護協会主催の研修においては、 施設基準に係わる 研修に加え、人材育成や外来機能強

化に関する 研修に積極的に参加し 現場に還元し た。各部署では勉強会を 企画し ６ ～15

回／年開催し 、 急変対応、 NCPR 等シミ ュ レーショ ンも 実施し た。 ま た、 業務委員会で

は、『 看護処置手順』 を見直し 電子カルテ内に格納し 業務中に誰も が確認でき る よ う
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整備し た。 各部署においても 独自のマニュ アル・ パンフ レ ッ ト 等を見直し 修正し た。

手術室では、「 オペラ ノ ート 」 を 導入し 学習環境を整備し た。  

 

行動目標２ ） 患者一人ひと り を 尊重し 、 退院後の生活を 見据えた看護を提供する  

  各部署で倫理 CF、 デス CF、 認知症 CF、 褥瘡 CF、 患者参加型 CF 等行い、 看護師間

ま たは多職種間で、 患者の思いは何か、 患者にと っ て最善は何か検討し 、 看護実践に

活かし た。 手術室では、 担当患者の術前・ 術後訪問を実施し 不安軽減に繋げた。 内科

病棟では、 カンフ ァ タ ブルケア、 ユマニチュ ード を 取り 入れ、 せん妄や認知症悪化を

予防し 身体拘束を 10%低減でき た部署も あった。 外科病棟では「 患者のそばで看護で

き る プロ ジェ ク ト チーム」 を 結成し 、 ホワ イ ト ボード 記載内容変更、 受持ちルールを

作り 動線を短く する 等、患者がナース コ ールで呼ぶ前に対応でき る 業務改善を 行った。

退院支援においては、患者の「 家に帰り たい」思いを尊重し 早期から 支援に取り 組み、

退院支援シート の変更、 退院後訪問４ ～７ 件/部署/年など 行い、 在宅復帰率は 95％

であっ た。 ま た、 心不全患者全員に生活指導を行い再入院３ 件に低減でき た。 一般外

来では、 患者が悩みや不安がある 場合、 緩和ケア認定看護師、 化学療法認定看護師、

総合相談室へ繋いだ。  

 

行動目標３ ） 安全（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を 周知し 強化する   

医療安全においては、 リ ス ク マネジメ ント 担当委員会で、 リ ス ク 事例の分析方法と  

し て長く 続けてき た「 I ｍSAFER」 から 「 RCA」 に変更し 、「 なぜなぜ」 と 原因を 段階的

に深堀し ていく 手法を学習し た。 各部署では、 リ ス ク 事例の振り 返り 、 リ ス ク 冊子穴

埋めテス ト を実施し 対策を 強化し た。 物流棚、 処置室の整理整頓等５ Ｓ 活動にも 取り

組んだ。  

感染対策と し ては、各部署で手指消毒の目標値を設定し 各個人の達成度を 可視化し

た。 環境整備を徹底し 実施率 100%の病棟も あった。 COVI D-19 感染症が一般病棟管理

と なって２ 年目と なる が、 ク ラ ス タ ーが時に発生し ス タ ッ フ は対応に疲弊し た。 し か

し 、各部署のリ ンク ナース を 中心に若手看護師から ベテラ ン看護師ま で使命感をも っ

てやり 遂げた。  

災害においては、 看護部災害対策委員会を発足。 NTT 災害用伝言ダイ ヤルの周知、

ベルカ担架やマッ ト レス を 使用し た搬送訓練など実施。 各部署では、 アク ショ ンカー

ド に沿った災害初動訓練を 実施し た。  

 

行動目標４ ） 楽し く 働き 続けら れる 職場づく り に一人ひと り が参画する  

  各部署では、 日勤残務の廃止、 タ イ ムアウ ト によ る 業務調整、 繁忙度表の点数を参

考にチームメ ンバー割り 振り など時間外勤務削減に取り 組んだが、特に年末以降の入

院患者急増に伴い業務は増え続け時間外勤務は減ら なかった。病棟によ る 格差も 大き

-109-



く 、 今後病棟の診療科編成を 再検討する 必要がある 。 楽し く 働く 職場づく り と し て、

「 あり がと う カード 」 など 感謝や承認をこ と ばに表す取り 組みが行われた。 手術室で

は「 わく わく どき ど き 手術室ニュ ース 」を作成し 、部署内外に楽し さ を アピ ールし た。  

   

４  業務実績（ 看護部）  

（ １ ） プロ ジェ ク ト チーム 

１ ） 認知症ケア PJ 

多職種チームに加わり 、施設基準に必須と なる「 身体的拘束最小化のための指針」、

マニュ アル完成。 次年度の看護部認知症ケアリ ンク ナース 活動の検討。  

２ ） 看護補助者活用 PJ 

看護補助者のマニュ アルの見直し に留ま り 、急性期看護補助者充実体制加算取得の

要件を満たせなかった。 次年度整備し ていく 。  

３ ） ク リ ニカルラ ダーPJ 

JNA（ 日本看護協会） が「 生涯学習ガイ ド ラ イ ン 」 を策定し それに沿ってク リ ニカ

ルラ ダーを変更し たこ と に従い、院内ク リ ニカルラ ダーも 大幅に変更。習熟段階を「 新

人」 から 「 レ ベルⅣ」 ま での５ 段階と し 、 実践、 管理、 倫理、 教育、 研究の５ つのカ

テゴリ ーにおける 到達目標を設定し 、 教育プロ グラ ムも 組み立てた。  

４ ） 看護提供方式 PJ 

４ 月ベルラ ンド 総合病院（ セル看護） 視察の報告。「 患者のそばにいる 」 体制を模

索。 固定チームナーシングの現状調査と し て、 自己評価アンケート およ び多忙な病棟

のフ ィ ールド ワ ーク を実施。 結果、 職員の自己評価は高く 約８ 割が受持ちやリ ーダー

の役割を発揮し ている と 回答。 看護管理者の評価では、 本来の役割や方法がアレ ンジ

さ れた形で浸透し ており 、 役割発揮については課題と し ている 。  

各部署で「 患者のそばにいる 」 取り 組みを 行い、 患者満足度調査では、「 看護職員

に対する 印象」 は満足・ やや満足が外来・ 病棟共に 97％と 高値であった。  

 

（ ２ ） 看護長会  

１ ） 働き やすい職場づく り  

各部署の忙し さ を可視化する 「 繁忙度表」 を作成、 評価、 改訂を繰り 返し 、 部署間

の応援の指標と し た。「 部署別時間処置・ ケア一覧表」 を作成し 、 夜間・ 休日、 救急外

来や手術室看護師が病棟へのス ポッ ト 応援を すすめた。 し かし 、 時間外勤務時間は

10. 7 時間／人／月と 削減でき なかった。  

令和５ 年度の職員満足度調査の意見で多かった「 レ ポート 課題の負担」 に対し ラ ダ

ーレ ポート を廃止し た。「 委員会の負担」 については、 病院と 看護部と の統合を検討

し たが難し く 、 開催回数や時間の短縮に留ま った。 新規採用者や看護補助者には看護

長を 中心と し て部署全体で関り 、 正規看護師の離職率は昨年度と 同様６ ％（ 最低値令
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和４ 年度 9. 8％） であり 、 看護補助者においては７ ％（ 前年度 20％） であっ た。  

２ ） 特定行為研修に対する 看護長の役割について 

特定看護師に何をし てほし いか、 看護長と し て何が支援でき る か、 グループディ  

ス カッ ショ ンを行った。アセス メ ント 力など 看護師教育に関する こ と を期待し ており 、

研修や活動ができ る よ う 業務調整や困難に感じ ている と き の相談役と なっ ている こ

と を 共有し た。 その後、 看護長の働き かけによ り 、 次年度特定行為研修受講希望者が

３ 名と なっ た。  

３ ） 新病院関連 

「 新病院を全室個室にする 」 をテーマにディ ベート を行った。 結果、 コ ス ト がか

かる と いう デメ リ ッ ト はある が、 現状最も 時間と 労力を 費やし ている 部屋移動をし

なく て済むこ と や認知症患者の個室対応と いう メ リ ッ ト から 「 全室個室」 に賛成。  

 

（ ３ ） 合同会議（ 看護長・ 副看護長合同）   

  ５ 月は、 退院支援と DPC、 看護部のビジョ ンと 看護提供方式について学習。 現在

の固定チームナーシングが患者や看護師の状況に合っている か提言。 10 月は、 新病

院の病床規模、 救急医療体制の課題について討議。 ２ 月は、「 看護職の成果に繋げる

看護実践能力評価表育成研修」 伝達講習、 看護部プロ ジェ ク ト チーム活動報告を行

い、 看護管理者間で共有し た。  

 

（ ４ ） 老朽化工事に伴う 病棟引っ越し  

  築 40 年を過ぎ、 患者およ び職員の安全・ 安心な環境を整備する べく 、 令和５ 年 

10 月から １ 病棟ずつ老朽化工事を実施し ている 。 １ 病棟を工事控え用の病棟と し て 

使用し 、 順番にそちら の病棟へ引っ 越し 、 病棟を完全に空けエアコ ン交換や壁・ 天 

井ク ロ ス 貼り 替え、 ト イ レ ・ 浴室リ ニュ ーアル、 ナース コ ール交換などを行ってい 

る 。 令和６ 年度は、 ４ 月７ Ａ 病棟、 ７ 月６ Ａ 病棟、 ９ 月５ Ａ 病棟、 12 月４ Ａ 病棟の 

工事を行い、 ４ Ａ 病棟においては LDR室を増設し 周産期環境を整備し た。  

 

（ ５ ） 次世代の看護師促進 

１ ） 富士市内の小学生～高校生への職業紹介 

 ・「 小・ 中学校における 男女共同参画の視点から のキャ リ ア教育授業」 ６ ～12 月 

小学校４ 校・ 中学校２ 校に男性看護師各１ 名講師と し て派遣（ 生徒 635 名）  

 ・ 吉原第一中学校 ６ 名 職場体験 

 ・ 富士市立高等学校： 同高校 OGで経験３ ～５ 年目看護師２ 名講師と し て派遣 

 ・「 高校生１ 日ナース 体験」： 高校生 40 名が病棟看護を体験 

 ・「 看護職こ こ ろざし セミ ナー」： 助産師１ 名講師派遣 

２ ） 看護学生・ 看護師の病院見学・ 体験 
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・ 看護学生のイ ンタ ーンシッ プ： 17 名／年。 その内４ 名が当院へ入職。  

・ 看護師の病院見学： 10 名／年実施。 その内６ 名が当院へ入職。  

 

 

（ ６ ） 認定看護師・ 特定行為 

１ ）（ 社） 日本看護協会認定看護師  

認定看護管理者 秋山 ゆかり （ 令和５ 年）  

 

＊認定開始順 ９ 領域 14 名 

皮膚・ 排泄ケア 若林 久美子（ 平成 22 年・ Ｂ ）、 吉崎 美帆（ 平成 28 年・ Ｂ ） 

救急看護 山田 純一（ 令和２ 年・ Ａ ）  

ク リ ティ カルケア 佐野 世佳（ 平成 26 年・ Ｂ ）、 加藤 慧士（ 令和５ 年・ Ｂ ）  

緩和ケア 池田 康恵（ 令和元年・ Ａ ）、 櫻井 直美（ 令和２ 年・ Ａ ）  

がん薬物療法看護 村松 由貴子（ 平成 18 年・ Ｂ ）  

訪問看護 齋藤 香須美（ 令和５ 年・ Ａ ）  

感染管理 本間 功武（ 平成 25 年・ Ａ ）、 勝又 陸（ 令和４ 年・ Ｂ ）  

手術看護 松下 賀津江（ 令和元年・ Ｂ ）  

認知症看護 持田 結香（ 令和２ 年・ Ａ ）、 島津 健太（ 令和２ 年・ Ａ ）  

（ 取得年・ Ａ ： 従来の認定看護師制度 Ｂ ： 特定行為を組みこ んだ新たな制度） 

 

令和６ 年度認定講習会 10 回開催 

日時 講習会テーマ 認定分野 聴講者数 

５ 月８ 日 病院から 在宅へ～安全な生活を 支え る  

ための看看連携 
訪問看護 63 名 

６ 月 12 日 バイ タ ルサイ ンから 急変を 予測する  ク リ ティ カル 82 名 

７ 月 10 日 術後合併症のリ ス ク と 予防ケア 手術看護 40 名 

９ 月 11 日 手指衛生５ つのタ イ ミ ン グ を 改めて考

える  
感染管理 70 名 

10 月９ 日 急性期患者の観察はも う 怖く な い ！

NEWS を用いた状態評価について 
救急看護 65 名 

11 月 13 日 事例から 考える 褥瘡・ ス キンテアの予防

と 創傷管理 
皮膚・ 排泄ケア 74 名 

12 月 11 日 ス ピ リ チュ アルケアを実践し よ う  緩和ケア 45 名 

１ 月８ 日 現実を見据えた感染対策～COVI D-19 対

応から 学ぶリ ス ク 管理 
感染管理 42 名 
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２ 月 12 日 認知症高齢者と のコ ミ ュ ニケーショ ン 認知症看護 92 名 

３ 月 12 日 せん妄の緩和ケア ～穏やかな日常を 脅

かす「 危機」  
緩和ケア 41 名 

 

２ ） 特定行為研修修了者 13 名 

若林 久美子（ 平成 30 年）・ 佐野 世佳（ 令和元年）・ 村松 由貴子（ 令和４ 年）  

吉崎 美帆（ 令和４ 年）・ 勝又 陸（ 令和４ 年）・ 加藤 慧士（ 令和４ 年）  

松下 賀津江（ 令和５ 年）・ 滝 裕美（ 令和５ 年）・ 志村 圭三（ 令和５ 年）  

鈴木 かほり （ 令和５ 年）・ 三宅 里桂（ 令和５ 年）  

令和６ 年度修了者   

櫻井 直美 栄養およ び水分管理に係る 薬剤投与関連 

齋藤 香須美 栄養およ び水分管理に係る 薬剤投与関連 

創傷管理関連、 ろう 孔管理関連 

令和６ 年２ 月～外科初診外来で問診開始（ 毎週月曜日）、 ２ 名ずつ当番制  

医療面接・ 身体診察・ フ ィ ジカルアセス メ ント を 実施 

 

５  令和７ 年度の目標 

 「 一人ひと り を大切にし た看護の提供」  

  行動目標１ ） 自ら 学び続け、 知識・ 技術を 高め、 責任ある 看護を実践する  

      ２ ） 患者一人ひと り を 尊重し 、 退院後の生活を見据えた看護を 提供する  

      ３ ） 安全（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を周知し 強化する  

      ４ ） お互いに支え合い働き 続けら れる 職場環境をつく る  

 

（ 文責 秋山 ゆかり ）  
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■外来                             

１  ス タ ッ フ  

  役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 小野田 智恵子 看護長 芦川 牧子 

参事兼副看護長 村松 由貴子（ 認定） 副看護長 野澤 治 

副看護長 遠藤 喜巳子 副看護長 諸星 宮子 

副看護長 佐野 幸代 副看護長 佐野 陽子 

副看護長 田中 圭子 副看護長 渡邊 弘江 

主任 佐野 良子 主任 望月 直美 

主任 山田 順一 看護師 97 名 

准看護師 ４ 名 看護補助者 52 名 

 

２  所属の特色 

 外来は、 22 の一般外来、 通院治療室・ 人工透析室と 救急外来、 放射線科・ 内視鏡室で

構成さ れている 。 人工透析室・ 放射線科・ 内視鏡室では、 予定の検査・ 治療に加え、 夜

間休日や緊急時にも 対応でき る 体制と なっている 。 ま た、 救急外来では、 地域の二次・

三次救急を 24 時間体制で受け入れている 。 ス タ ッ フ 一人ひと り が、 専門知識・ 技術に

基づいた安全・ 安心な医療の提供に努めている 。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

 外来 ABC「 外来看護の専門知識・ 技術を発揮し 地域へつなげる 看護の提供」  

1)  ス タ ッ フ 自ら が専門知識・ 技術を 学び、 根拠に基づいた看護を実践する ため、 

院内外の研修に参加、 勉強会の実施、 e ラ ーニングの視聴を 行った 

2)  病棟・ 多職種と の連携を図り 、 倫理や意思決定、 患者・ 家族から のご意見に関

する 事例検討を行い地域へつなげる 看護を実践し た。（ 意思決定支援 13401 件/

年、 相談件数 8, 507 件/年）  

3） 医療・ 感染・ 災害マニュ アルの周知と 各チーム防災訓練を実施し た 

    4)  働き やすい職場作り のためにチーム内での応援体制がと れる よ う にし た  

 

 外来 D「 専門知識・ 確かな技術に基づいた安心・ 安全な看護の提供」  

1)  勉強会は 14 回/年実施し 、 各部門でのシミ ュ レ ーショ ン教育や、 看護技術の実

践教育も 行った。 研修参加や e ラ ーニングの視聴など 自己学習で個々の知識を

深める こ と ができ た 

2)  倫理カンフ ァ レンス 14 回/年行い、 事例を通し て自己の看護実践を振り 返り 、

患者、 家族への対応へ活かすこ と ができ た 
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3)  各部門のマニュ アルの見直し 、 基準の遵守に努めた 

4)  チーム会・ リ ーダー会を定期的に実施し てお互いの意見を話し 合える 職場環境

作り に努めた  

 

４  業務実績 

  ・ 外来化学療法 2774 件/年・ 薬相談 1105 件/年、 人工透析 2489 人/年・ 治療選択外来

113 人/年実施し た 

  ・ 内視鏡検査・ 治療 4225 件、 心臓カテーテル検査・ 治療 954 件、 その他血管造影  

361 件実施し た  

 

５  令和７ 年度の目標 

 外来 ABC「 一人ひと り を 大切にし た看護の提供」  

  1)  外来看護の知識・ 技術を 高め根拠に基づいた看護を実践する  

    2)  患者・ 家族の社会背景や思いを尊重し ニーズに添った看護を 実践する  

3） 危機意識を持ち（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を遵守・ 実施する  

4)  チーム内・ チーム間の協力を推進し 互いに支え合える 職場環境を 整える  

 外来 D「 専門知識・ 確かな技術に基づいた安心・ 安全な看護の提供」  

  1)  自ら 学び、 知識・ 技術を 深め、 責任ある 看護を実践する  

    2)  外来 Dを受診する 患者に継続看護を 提供する  

    3)  マニュ アルを遵守し た安全対策を実践する  

4)  お互いに支えあえる 職場環境をつく る  

 

                           （ 文責 冨永 美保、 望月 敦子）  
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■手術室                           

１  ス タ ッ フ 

  役  職   氏  名   役  職   氏  名 

看護長 石川 裕子 副看護長 藤田 久美子 

主任( 認定)  松下 賀津江 主任 外山 美穂 

主任 若林 ま ゆ子   

主査 ６ 名 看護師 21 名 

委託（ エアウ ォ ータ ー）  10 名 委託（ NHS）  ４ 名 

 

２  所属の特色 

 当院手術室は 12 科の手術を行っており 、 増加する 鏡視下手術や昼夜を問わない緊急

手術に対応し ている 。 看護師 33 名（ 日本看護協会 手術看護認定看護師２ 名を含む）

で安全な手術看護を提供し 、 3, 771 件の手術を 実施し ている 。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

 目標： 周術期看護の専門性を 高め、 安心・ 安全な手術看護を提供する   

１ ）  自己研鑽に励み、 個々のス キルを高める  

勉強会６ 回/年開催、 e-ラ ーニングは全体で 250 件/年視聴し た。 ま た、 研修

後の伝達講習も 実施し 、 各自自己研鑽する こ と ができ た 

２ ）  術前・ 術後訪問を実施し 、 個々に合った看護を 実践する  

「 症例記載用紙」 を活用し 、 個別性のある 看護を実践し 、 ス タ ッ フ 間で共有

でき た( 83 症例) 「 体位別チェ ッ ク リ ス ト 」 も 活用し 、 褥瘡発生予防に努めた 

３ ）  安全対策を理解し 正し く 実践する  

「 WHO安全な手術のためのガイ ド ラ イ ン」 の読み合わせ、 イ ンシデント 発生時

には各種マニュ アルを再確認する など し 、 再発防止・ 情報共有に努めた 

 災害に関する 勉強会や災害訓練に参加し 、 ス タ ッ フ へ伝達を行い共有し た 

４ ） 楽し く 働き 続けら れる 職場環境をつく る  

  チーム内での交換ノ ート の使用、 あり がと う カード の表示や毎月ポジティ ブ

な標語を掲示し 、 職場内を楽し く する よ う ス タ ッ フ 間で心がけができ た。 ま

た、 心理的安全性に関する 勉強会実施やス タ ッ フ の指導方法についてのディ

ス カッ ショ ンなど を計画し 実施し た 

  

 ４  業務実績 

１ ）  令和６ 年度手術件数 3, 826 件実施（ ロ ボッ ト 支援下手術 77 件）  

２ ）  術前訪問 90％以上実施（ 全身麻酔・ 腰椎麻酔のみ）  

３ ）  チーム毎に症例検討実施（ 合計 84 件）  

 

５  令和７ 年度の目標 

  目標： 一人ひと り を大切にし た看護の提供 

 １ ） 自己研鑽に励み、 個々のス キルを高める  

２ ） 患者情報を も と に、 個々に合っ た手術看護を提供する  

３ ） 安全対策を 周知し 、 正し く 実践する  

４ ） 快適で働き やすい職場環境をつく る         （ 文責 石川 裕子）  
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■中央材料室                           

１  ス タ ッ フ 

 

２  所属の特色 

中央材料室では、患者に安心・ 安全な医材を提供する ために委託者と 協力し 業務を行

っている 。 業務内容は、 院内で使用し た器材の回収・ 洗浄・ 滅菌・ 保管およ び供給であ

る 。 ま た、 手術室の器械展開や環境整備、 メ ッ センジャ ー業務も 行っている 。  

 

３   令和６ 年度の目標及び評価 

  目標  周手術期の専門性を 高め、 安心・ 安全な手術看護を 提供する  

１ )  自己研鑽に励み個々のス キルを高める  

２ ） 安全対策を 理解し 正し く 実践する  

３ ） 楽し く 働き 続けら れる 職場環境を つく る  

評価 １ ） 研修参加や自己学習によ り 知識・ 技術を 深め、 滅菌の質向上につなげた 

     ２ ） 滅菌リ コ ール発生時、 迅速に対応でき る よ う フ ロ ーチャ ート を 作成し た 

     ３ ） 作業環境を 整備し 、 働き やすい職場環境づく り ができ た 

４  業務実績 

１ )  「 医療現場における 滅菌保証のガイ ド ラ イ ン 2021」 に沿って業務の見直

し と 改善を行なった 

２ )  ロ ボッ ト 支援下手術の器械洗浄およ び滅菌の知識と 技術を習得し 対応

し た 

３ ） 耳鼻科外来の処置用ユニッ ト で使用し ている 器具の滅菌方法を見直し 、

一包化に変更し た 

５  令和７ 年度の目標 

   目標  一人ひと り を大切にし た看護の提供 

    １ ） 自己研鑽に励み、 個々のス キルを 高める  

２ ） 患者情報を も と に、 個々に合った手術看護を実践する  

３ ） 安全対策を 周知し 、 正し く 実践する  

４ ） 快適で働き やすい職場環境をつく る  

                      

（ 文責 石川 裕子）  

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長（ OP 室・ 中材兼任） 石川 祐子 副看護長    河合 利枝 

委託（ ｴｱ･ｳｫ ﾀー 責ー任者）  藪田 秀美 委託（ ｴｱ･ｳｫ ﾀー ）ー  ９ 名 
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■Ｉ Ｃ Ｕ（ 集中治療室）                      

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 渡邉 葉子 副看護長 小林 拓巨 

主任 越智 悦子 主任 三國 実保 

主査 ３ 名   

看護師 19 名 看護補助者 １ 名 

 

２  所属の特色 

   稼働病床は６ 床で、令和６ 年度の入室患者数は 469 人、病床稼働率は 94. 4%であった。  

緊急入院患者は 55％を 占めていた。 主な科は、 入室患者数順に脳神経外科、 循環器（ 心

臓血管外科を含む）、 泌尿器科、 外科、 内科（ 神経内科を含む） である 。 看護体制はモ

ジュ ール型継続受け持ち方式で、 他部門と 連携・ 協働し 、 高度な医療と 患者・ 家族に寄

り 添った看護が提供でき る よ う に努めている 。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

  目標「 ク リ ティ カルケアの専門性を発揮し 、 根拠ある 看護の提供を実践する 」  

１ ）  専門的知識・ 技術の向上に努め、 根拠ある 看護を 実践する  

病棟勉強会 12 回／年、 委員会情報の共有２ 回／年を行い、 知識・ 技術の向上

に取り 組んだ 

２ ）  個別性を重視し 、 多職種と 退院に向けた課題を支援する  

個別な看護、注意点は掲示板を活用し 、 倫理カンファ レ ンス ６ 回／年、 デス カ

ンフ ァ レンス ３ 回／年、患者参加型カンフ ァ レ ンス ７ 回／年実施、退室後訪問

は 41 件／年実施し 、 患者の思いや情報をス タ ッ フ 間で共有し 患者ケアに役立

てる こ と ができ た 

３ ）  根拠に基づいた安全（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を 強化する  

自己抜去・ 誤薬リ ス ク の振り 返り を実施し た。上肢帯の正し い使用方法や注意

点を ス タ ッ フ 間で周知し た。災害・ 急変時のシミ ュ レ ーショ ンを５ 回／年実施

し 、 有事の際に備えた 

４ ）  ス タ ッ フ一人ひと り がやり がいのある 職場環境作り をする  

お互いに発言し 合う 時間を 共有する ために、 個々へカンフ ァ レ ンス での発言

を促し た。残業を 平均３ 時間／月以内を目標に、業務の効率化を 行った。ス タ

ッ フ アンケート では「 やり がい」 が年度末に 4. 6％上昇し た 

 

４  業務実績 

  特定行為看護師１ 名２ 区分３ 行為の追加取得 

 

５  令和７ 年度の目標 

  目標「 ク リ ティ カルケアの充実を図り 、患者家族の思いを尊重し た看護を 提供する 」 

１ ） 自ら 学び個別性のある ク リ ティ カルケアを実践する  

２ ） お互いに助け合える 職場づく り に参画する  

（ 文責 芦川 牧子）  
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■３ Ｂ 病棟                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 前嶋 良子 副看護長 神谷 ちと せ 

主任 原村 直美 主任 大井 康子 

主任 安藤 佑貴子 主査 ５ 名 

看護師（ 臨時）  ２ 名 看護補助者 ４ 名 

２  所属の特色 

   3B病棟は脳神経外科・ 脳神経内科・ 泌尿器科の一般病床 51 床。 ま た感染症病棟

６ 床（ 3D病棟） を併設し ている 。 病気や障害と 生き る 患者に寄り 添い、 真心のこ も

っ た看護の実践と 多職種と 協働し て患者の希望する 場所に退院でき る よ う 支援し

ている 。  

COVI D-19 が５ 類感染症と なり 感染症病棟での対応が必要と なる 患者は発生し ていな

いが、 今後の新感染症の発生に向けた対応ができ る よ う 感染対策、標準予防策を徹底し

ている 。  

３  令和６ 年度の目標及び評価 

 目標「 看護の専門性を高め安心・ 安全な看護を提供する 」  

１ ） 知識・ 技術に基づいた根拠ある 看護を実践する  

    勉強会を 10 回実施し た 

    院内外の研修への５ 回以上の参加率は 90％以上であった 

２ ） 倫理感性を高め一人ひと り の意思を大切にし た看護を実践する  

    倫理カンフ ァ レンス 11 回実施 

    患者参加型カンフ ァ レ ンス 22 件実施 

  ３ ） マニュ アルに沿っ た安全対策を実践する  

    防災訓練は全ス タ ッ フ 実施でき た  

    物流の確認、 処置室、 ナース センタ ーの 5S 活動を行った 

  ４ ） チームワ ーク を円滑に風通し の良い職場環境を 作る  

    タ イ ムス ケジュ ールを 見直し 、 ま た残務を廃止、 チームの割り 振り を 変更し た 

    モーニングケア、 清潔ケアについて看護補助者にタ ス ク シフ ト し た  

 

４  業務実績 

  看護管理者研修「 働き やすい意欲の持てる 職場環境づく り の取り 組み」  

神谷ちと せ 安藤佑貴子 

５  令和７ 年度の目標 

  目標「 専門性を高めた安心・ 安全な看護の提供」  

１ ）  根拠ある 看護を実践する  

２ ）  患者の意思を 支えた看護を実践する  

３ ）  働く 環境を整え、 協力し 合える 職場をつく る  

（ 文責 前嶋 良子）  
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■４ Ａ 病棟 

１  ス タ ッ フ   

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 山下 かずみ 副看護長 望月 敦子 

主任 宇佐美 享子 主任 伊賀 尚美 

主査（ 看護師）  ５ 名 主査（ 助産師）  ４ 名 

看護師 ７ 名（ 臨時： ２ 名）  助産師 ６ 名（ 臨時： ２ 名）  

  看護補助者 ３ 名 

 

２  所属の特色 

   4A病棟は産婦人科病棟であり 、妊婦・ 産婦・ 褥婦及び婦人科疾患の患者が入院し

ている 。ス タ ッ フは患者が安心し た入院生活を送れる よ う に質の高い看護の提供を

心がけ、 多職種と 連携し 退院後の支援に取り 組んでいる 。 当院は地域周産期母子医

療センタ ーであり 、今年度はハイ リ ス ク を含む 494 件の分娩に対応し た。助産ケア

ルームでは産前から 産後にかけて妊婦健診・ 保健指導・ 母乳相談を 行っている 。 産

後う つ予防と し て助産師の産後２ 週間健診、 宿泊型産後ケアを対応し ている 。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

「 専門的知識・ 技術を深め、 継続し た看護を地域へつなげる 」  

１ ）  専門的知識を 深め、 根拠に基づいた看護を実践する  

・ 母乳ケアなどの学習会を 実施し た GradeAを他職種、他部門と 併せて実施 産

科危機的出血対応シミ ュ レ ーショ ンを６ 回実施し た 

２ ）  他職種と 連携を深め、 患者・ 家族の希望に沿った継続看護を実践する  

 ・ ベッ ド サイ ド カンファ レ ンス を 16 件実施 患者から おほめの言葉を 31 件いた

だいた 

３ ）  マニュ アルに沿った安全（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を理解し 、 実践する  

・ マニュ アルの見直し を行い、 安全な医療や看護の実践に取り 組んだ 

４ ）  一人ひと り が協力し あえる 職場風土を作る  

・ タ イ ムアウ ト やウ ォ ーキングカンフ ァ レ ンス の見直し と 定着を図っ た 

 

４  業務実績 

 １ ） NCPR シミ ュ レ ーショ ンを 21 回、 勉強会は 10 回実施し た    

  ２ ） 産後２ 週間健診 465 件  母乳外来 131 件  退院支援カンフ ァ レ ンス 実施  

３ ） サマリ ーを 170 件フィ ラ ンセ及び他自治体に送り 連携を 図った 

４ ） フ ァ ミ リ ーク ラ ス を再開し 、 17 回開催し た 

 

５  令和７ 年度目標 「 患者・ 家族に寄り 添い責任ある 看護を提供する  

１ ）  専門的知識・ 技術を高め、 根拠に基づいた看護を 実践する  

２ ）  他職種と 連携し 、 患者・ 家族の意向に寄り 添った看護を実践する  

３ ）  安全対策を周知し 、 実践でき る  

４ ）  互いの意見を 尊重し 、 支え合える 職場環境を作る  

 ( 文責 山下 かずみ)  
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■４ Ｂ 病棟 

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 渡邉 かおる  副看護長 新名 美佐子 

副看護長 大原 知子 主任 木野村 信子 

主任 佐野 裕子 主査 ６ 名 

看護師 33 名 看護補助者 ２ 名 

２  所属の特色 

   4B 病棟は、 新生児集中特定集中治療室と 小児病床、 成人女性病床で構成さ れて

いる 。NI CUには富士医療圏のハイ リ ス ク 新生児が入院し 、高度な医療・ 看護を提供

し ている 。小児病床には、小児科や外科系の小児が入院し 、専門性を活かし た医療・

看護を 提供し ている 。 ま た乳腺外科や成人女性の耳鼻いんこ う 科、口腔外科の病床

を 14 床有し 、患者さ んが安心し て検査や手術を受けら れる よ う 看護を行っている 。 

３  令和６ 年度の目標 

  目標「 入院患者へ入院から 退院ま で安心・ 安全な看護の提供」  

１ ）  マニュ アル整備に努め、 個々に知識・ 技術を高め責任ある 看護を提供する  

２ ）  患者個々の医師を尊重し た看護を 提供する  

３ ）  作業・ 療養環境を整え、 安全対策を徹底する  

４ ）  看護師個々が働き やすい職場づく り に参画する  

評価 

１ ）  多職種と 共に研修を 12 回行い、 小児シミ ュ レーショ ンも 実施し た 

２ ）  患者参加型カンフ ァ レ ンス を 16 回行い母児共に意向に沿った支援に繋げた 

３ ）  感染対策を行い COVI D-19 等の入院時に対応し ク ラ ス タ ー発生は起き なかった 

４ ）  時間外勤務の削減と 他病棟への応援態勢を整えた 

４  業務実績   

  １ ）「 子ど も の権利擁護を意識し た実践の実態」 の看護研究を院外で発表し た 

  ２ ）「 小児における 採血・ 静脈留置針挿入に対する 看護師の行動変容」 看護研究を

院外発表し た 

５  令和７ 年度の目標 

  目標「 入院患者へ入院から 退院ま で安心・ 安全な看護の提供」  

１ ）  マニュ アル整備に努め、 個々に知識・ 技術を高め責任ある 看護を提供する  

２ ）  患者個々の意思を尊重し た看護を 提供する  

３ ）  作業・ 療養環境を整え、 安全対策を徹底する  

４ ）  看護師個々が働き やすい職場づく り に参画する       

（ 文責 持田 和美）  
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■５ Ａ 病棟                          

1 ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 冨永 美保 副看護長 山本 美保子 

主任 市川 由美子 主任 松本 優貴子 

主任 猪股 美紀 主査 ４ 名 

看護師 27 名 看護補助者 ３ 名 

 

２  所属の特色 

 5A病棟は、 外科、 耳鼻科、 口腔外科を 担当と する 混合病棟である 。 手術を始め様々な

治療を受ける 患者に、 質の高い専門性のある 看護ケアを 提供でき る よ う 、定期的に勉強

会を 開催し 知識技術の習得に努めている 。 ま たカンファ レ ンス を充実さ せ、 退院後の生

活を 見据えた、 一人ひと り を尊重し た看護を提供し ている 。  

 

３  令和６ 年度の病棟目標及び評価 

目標「 専門性を高め一人ひと り を尊重し た医療・ 看護を 実践する 」  

 １ ） 専門性を高め根拠のある 医療・ 看護を実践する  

   外科・ 耳鼻科・ 口腔外科のマニュ アルを 修正し た。 病棟勉強会 10 回／年、 病態 

   整理カンフ ァ レ ンス を 11 回／年行った 

２ ）  患者一人ひと り の医療・ 看護の方向性を明確にし 、 チームで統一し た医療・ 看護

を提供する  

患者カンフ ァ レンス 30 回/年、 患者参加型カンフ ァ レ ンス 24 回/年、 デス カン

フ ァ レ ンス ２ 回／年実施し た 

３ ）  医療安全・ 感染・ 災害対策を 実践する  

薬剤関連のイ ンシデント を前年度よ り 29 件減少さ せる こ と ができ た。 ま た、 手

指衛生指数 41. 1 と 前年度よ り 上昇する こ と ができ た 

４ ）  やり がいのある 職場づく り にス タ ッ フ 一人ひと り が参画でき る  

業務のムダ・ ムラ を 削減し 、タ イ ムアウ ト を 導入し たこ と でス タ ッ フ の協力体制

を整えた 

４  業務実績 

１ ）  患者のそばにいら れる プロ ジェ ク ト を発足し 、 身体拘束解除率前期 51％、 後期

63％と 上昇さ せた 

２ ） 急変シミ ュ レ ーショ ンプロ ジェ ク ト を発足し 、 急変対応シミ ュ レ ーショ ンを全 

 ス タ ッ フ に行った 

３ ） 退院支援チェ ッ ク シート を作成し 情報収集する こ と で、 退院後の生活を考慮し た 

カンフ ァ レ ンス が行なえる よ う になった 

 

５  令和７ 年度の目標 

 目標「 一人ひと り を大切にし た責任ある 医療（ 看護） の提供」  

１ ）  主体的に学び根拠に基づいた安心・ 安全な看護を提供する  

２ ）  患者の望む生活を 見据えた個別性のある 看護を提供する   

（ 文責 山本 美保子）  

-122-



■５ Ｂ 病棟                                

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 小林 宏美 副看護長 佐野 かなえ 

主任 栗原 真由美 主任 古藤 美津子 

主任 櫻井 直美 主査 ３ 名 

看護師 31 名 医療補助 ４ 名 

２  所属の特色 

5B 病棟は消化器内科病棟で主に肝臓や胆道系の疾患、 胃・ 腸・ 膵臓など の消化身体

拘束最小化Ｐ Ｊ Ｔ 器疾患の患者さ んが入院し ている 。 患者さ んは、 超音波によ る 肝生

検・ ラ ジオ波熱焼灼療法や内視鏡によ る 治療など最先端治療を受けている 。 病棟看護師

は、 夜間・ 休日の緊急内視鏡の介助も 担っている 。 病棟理念の「 患者の気持ちに寄り 添

い、 き め細かな対応で最善の看護を 提供する 」 を目標に看護実践し ている 。  

 

３  令和６ 年度の目標及び評価 

病棟目標「 看護実践力を高め、患者の視点に立った思いやり のある 看護を提供する 」 

１ ）  専門知識と 技術を学び、 患者一人ひと り の看護実践に活かす 

病棟勉強会を 10 回実施し 知識・ 技術の向上に努めた。 また褥瘡対策カンフ ァ  

レ ンス を行い、 褥瘡発生の予防に努めた。 新規褥瘡発生率は 0. 2％であり 安全 

な医療の提供に繋がった。  

２ ）  倫理感性を磨き 、 その人ら し く 生活でき る 退院支援を実践する  

多職種で身体拘束解除の検討を行っ た。 ま た離床を促し 生活のリ ズムが整う

よ う 支援する こ と や患者の傍にいる 看護を実践する こ と で身体拘束の一時的

解除に努めた。 居宅復帰率は 93. 2％であった。  

３ ）  危機意識を高め安全（ 医療・ 感染・ 災害） 対策を実施・ 遵守する  

リ ス ク の事例検討を 10 件/年実施し 、 リ ス ク 意識を高めた。 毎日、 ウ ォ ーキ

ングカンフ ァ レ ンス を行い、 療養環境を整備し 安全対策を実施し た。 災害シ

ミ ュ レ ーショ ンを２ 回/年実施し 、 ス タ ッ フ個々の災害に対する 意識の向上に

繋がっ た。  

４ ）  一人ひと り がやり がいを感じ て働き 続ける 活気ある 職場作り を推進する  

    カンファ レ ンス の充実やフ リ ー業務を なく し 業務均一化を 行ったこ と で、職員

満足度調査は昨年度に比べ良い結果であった。  

 

４  業務実績 

１ ） 緊急内視鏡検査に対応でき る よ う シミ ュ レ ーショ ン や、 病棟で実施でき る リ ハ

ビリ など 勉強会など 年間 10 回実施し た。  

 

５  令和７ 年度の目標 

  目標「 一人ひと り を大切にし た、 責任ある 丁寧な医療と 看護の提供」  

  １ ） 自ら 知識・ 技術を 深め責任ある 丁寧な看護の提供 

  ２ ） 倫理感性を高め死の人ら し さ を大切にし た「 退位後を見据えた看護を 提供する  

  ３ ） マニュ アルを遵守し た安全対策（ 医療安全・ 感染・ 災害） を実践する  

  ４ ） 互いに尊重し 働き 続けら れる 職場環境をつく る  

（ 文責 神谷 ちと せ）  
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■６ Ａ 病棟 

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 持田 和美 副看護長 佐野 好美 

主任 近藤 靖代 主任 中野 友美 

主任 望月 恵 主査 ３ 名 

看護師 37 名 看護補助者 ４ 名 

２  所属の特徴 

6A病棟は血液疾患・ 内分泌・ 代謝系疾患・ 神経難病疾患の内科病棟である 。 無菌室３

床が設置さ れており 、 化学療法と その看護を 行っている 。 糖尿病患者に対し ては、 教育

プロ グラ ムに則り 正し い知識の習得と 自己管理をサポート し ている 。神経難病患者さ ん

は経過が長期にわたる ため、精神的な関わり を大切に思いに沿った看護が提供でき る よ

う に情報を 得て多職種と 協働し 地域と つながる 看護の提供に努めている 。  

３  令和６ 年度の目標及び評価 

 目標「 専門性を高め地域につなげる 看護の提供」  

１ ）  知識・ 技術の向上に努める  

計画的に勉強会を６ 回実施する こ と ができ た。 自己の課題に沿って 

e ラ ーニングの視聴をする こ と ができ た 

 ２ ） 患者一人ひと り を尊重し 退院後を見据えた看護の提供 

     倫理カンフ ァ レ ンス ４ 回、 認知症ケアカンフ ァ レ ンス ７ 回、 デス カンファ  

レ ンス ２ 回、 患者カンフ ァ レ ンス 45 回実施し ス タ ッ フ の看護観を深めた 

３ ） 安全な療養環境を整える       

手指衛生指数は月平均 38. 2 であっ た 

４ ） 一人ひと り がワ ーク ラ イ フ バラ ンス に取り 組む 

      チーム内でタ イ ムアウ ト を活用し て、 業務調整を行った。 看護を語る こ と  

を病棟カンファ レ ンス でおこ ないス タ ッ フ の看護観を高めた 

４  業務実績 

   退院後訪問 ７ 回／年 退院後の生活を 理解し 退院支援の理解を深めた 

５  令和７ 年度の目標 

 目標「 専門性を高め地域につなげる 看護の提供」  

１ ）  知識・ 技術の向上  

２ ）  患者一人ひと り を尊重し 退院後を 見据えた看護の提供 

３ ）  安全な療養環境を整える  

４ ）  一人ひと り が雰囲気の良い職場作り に参画する                       

（ 文責 渡邉 かおる ）  
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■６ Ｂ 病棟 

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 尾﨑 悦子 副看護長 鈴木 久美子 

主任 佐藤 郁子 主任 藤田 由紀子 

主任 長澤 小也香 主査 ４ 名 

看護師 34 名 医療補助員 ３ 名 

２  所属の特色 

 6B病棟は、 腎臓・ 呼吸器内科の病棟で、 血液透析・ 腹膜透析や、 呼吸不全や肺炎など

に対する 検査・ 治療を行っている 。 食事療法や在宅酸素療法など治療の継続が必要な患

者に対し 、 その人ら し い生活が送れる よ う に退院後の生活を見据え、 個別性を 大切にし

た指導を心がけている 。  

３  令和６ 年度の目標及び評価 

「 その人ら し さ を尊重し た丁寧な医療（ 看護） の提供」  

１ ） 根拠に基づいた質の高い看護を 実践する  

  勉強会を年間 10 回実施し た。 急変時シミ ュ レ ーショ ンは２ 回/年実施し た 

２ ） 患者のニーズを捉え多職種連携を図り 退院を支援する  

    患者カンフ ァ レンス の実施と カンフ ォ ータ ブルケアを取り 入れる こ と で、せん 

妄予防と 身体拘束低減につながっ た。 居宅復帰率は 80％であった 

３ ） 安全な療養環境を提供する （ 感染・ 災害対策の強化）  

    手指衛生指数は月平均 33 であった。医療関連感染予防対策と し て、手指消毒・

換気・ 環境整備の徹底に努めた 

４ ） 自分の役割を発揮し 支え合う 職場を目指す 

  ウ ォ ーキングカンファ レ ンス 、 タ イ ムアウ ト の定着によ り 、 協力体制が図れる

よ う になった 

４  実績評価 

１ ） 疾患・ 看護ケアについての勉強会を年間 10 回実施 

 ２ ） 倫理等患者カンファ レ ンスを 21 回実施 

３ ） 身体拘束率 10％減少 

５  令和７ 年度の目標 

「 その人ら し さ を大切にし た医療（ 看護） の提供」  

１ ） 専門的知識・ 技術を向上し 、 質の高い看護を実践する  

２ ） 多職種と の連携を深め、 患者のニーズに合わせた退院支援を実践する  

３ ） マニュ アルを遵守し 、 安全な看護を提供する  

４ ） お互いを 尊重し 合える 職場をつく る  

                   （ 文責 小林 二十美）  
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■７ Ａ 病棟                                                   

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 芳野 由規子 副看護長 齋藤 薫美 

主任 鈴木 朱実 主任 本間 久美子 

主任 滝 裕美 主査 ３ 名 

看護師 30 名 看護補助者 ３ 名 
 

２  所属の特徴 

 7A病棟は、 循環器科・ 心臓血管外科及び、 結核病床 10 床（ 現在休床中） を 含む病棟

である 。心臓カテーテル検査・ 治療、心臓血管外科手術目的の定期入院や急性心筋梗塞、

心不全で緊急入院さ れる 患者さ んがいる 。患者さ んが安全に安心し て入院生活を過ごせ

る よ う 24 時間心電図モニタ ーで観察し 、 緊急時には専門的知識に基づき 適切な看護を

実践し ている 。 更に定期的な勉強会や研修に参加し 、 得た知識や技術を活かし て信頼さ

れる 医療を 提供でき る よ う に努めている 。  

３  令和６ 年度の目標及び評価 

「 看護の専門的知識・ 技術を高め、 地域と 連携し た看護を提供する 」  

 １ ． 知識・ 技術の向上を 図る  

   ・ 他職種カンフ ァ レ ンス ３ 回/年を含め、 カンフ ァ レ ンス を 14 回/年実施し た 

 ２ ． 他職種と 連携し た退院支援の充実を図る  

   ・ 心不全患者全員に指導を行い、 再入院数は３ 名であった。 内１ 名は病状進行 

 ３ ． 安全対策を強化し 、 療養環境を整える  

   ・ 手指衛生指数は過半期 30. 2 であった  

 ４ ． 災害対策を周知し 、 マニュ アルに基づいた行動がと れる   

   ・ 防災訓練はス タ ッ フ 全員２ 回/年実施し た 

 ５ ． ワ ーク ラ イ フ バラ ンス を 意識し た勤務環境を整える  

   ・ 朝の清拭の時間は 9： 30 を 目安に行い、 でき なかっ た患者は中勤務と と も に

13 時から 行う こ と で効率的にでき た 

４  業務実績 

  ・ 日本看護学会学術集会： コ ロ ナ禍における 新人看護師の就業継続に影響し た要因 

５  令和７ 年度の目標 

 「 患者・ 家族の意思を尊重し 、 個々に合わせた看護を 提供する 」  

 １ ． 根拠に基づいた看護を実践する   

 ２ ． 退院後の生活を見据えた看護を提供する   

 ３ ． マニュ アルに基づいた行動がと れる   

 ４ ． 心理的安全性の高い職場づく り に一人ひと り が参画する   

 

（ 文責 齋藤 薫美）  
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■３ Ｃ 病棟                          

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

看護長 小林 二十美 副看護長 宇佐美 和代 

主任 原村 ゆき 子 主任 岡部 裕子 

主任 井出 梨恵  主査 ４ 名 

看護師 36 名 看護補助者 ３ 名 

夜間看護補助者 ２ 名   

２   所属の特徴 

 3C病棟は、 整形外科・ 形成外科・ 眼科・ 皮膚科の混合病棟である 。 外傷や骨関節の変

形に伴い日常生活の再編成が必要になった患者に、持てる 力を活かせる よ う な安全で安

楽な生活の援助を行っている 。 ま た、 ク リ ニカルパス によ り 計画的に診療及び看護を行

っている 。特に大腿骨頸部骨折地域連携パス の適用率は 52. 6％で（ 2024 年２ 月～５ 月）

術後早期に関連施設への転院・ RH継続によ る 自宅復帰を目指し ている 。  

３   令和６ 年度の目標及び評価 

   目標： 専門的知識・ 技術を 向上し 患者に信頼さ れる 質の高い医療を提供する  

１ ）  自ら 専門的な知識と 技術を学び根拠に基づいた看護を実践する  

     病棟勉強会は年 12 回実施。 チーム勉強会・ e-ラ ーニング視聴を実践に繋げた 

２ ）  退院後の QOL を考え他職種と 連携し た退院支援を実践する  

   リ ハビリ 見学・ 退院後訪問を実施し 、 自宅退院患者への介入を 行っ た 

３ ）  療養環境を整備し 安全な看護を 実践する  

環境整備の見直し を行い、 感染対策を強化する よ う に努めた 

４ ）  互いに助け合える 職場環境を作る  

チーム制を見直し 業務調整やス タ ッ フ の協力体制を整える 環境作り を 行った 

４   業務実績 

   １ ） e-ラ ーニング視聴件数 777 件、 倫理・ 認知症・ 褥瘡カンフ ァ レ ンス 25 件 

   ２ ） 受け持ち患者のカンファ レ ンス 196 件・ 退院後外来・ 電話訪問 31 件 

   ３ ） 手指消毒指数 24. 9 

５   令和７ 年度の目標 

   目標： 一人ひと り に寄り 添い信頼さ れる 看護の提供 

   １ ） 自ら 知識・ 技術を習得し 専門的な看護を実践する （ 看護の質の向上）  

   ２ ） 合併症を予防し て早期退院を支援する  

   ３ ） 安全な療養環境を整備する （ 感染予防、 災害対策強化）  

   ４ ） 患者が大切にさ れている と 感じ ら れる 職場作り  

（ 文責 尾崎 悦子）  
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■病院経営課                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

事務部長 青木 洋 課長 齋藤 滋貴 

経営企画担当調整主幹 宇佐美 雄二 経営財務担当統括主幹 斎藤 孝治 

主査 金子 雄介 主査 佐竹 良介 

主査 小池 博也 事務補助員（ ※）  志田 奈穂子 

事務補助員（ ※）  前田 幸毅   

（ ※） は会計年度任用職員 
 

２  令和６ 年度の業務実績 

＜業務＞ 

病院経営課は「 病院経営の健全化を推進する ため、経営分析及び経営改善を行う 」、

「 病院の機能改善を推進する ため、 各種施策の企画立案と 調整、 病院職員の適正配

置を行う 」、「 病院事業の予算を編成、 執行を管理し 、 決算の調製を行い、 資金計画

を策定し 管理する 」 の主要事業があり 、 以下の５ 事業を所管し ている 。  

（ １ ） 中央病院経営健全化推進事業     （ ２ ） 中央病院機能改善推進事業 

（ ３ ） 中央病院予算編成執行・ 会計決算調製事業  （ ４ ） 中央病院会計出納管理事業 

（ ５ ） 部内調整事業 
 

＜実績＞ 

経営企画担当では、 経営改革推進委員会の事務局と し て、 第四次中期経営改善計

画（ 公立病院経営強化プラ ン） の実効性を高める ため、 令和６ 年度事業計画書を 策

定し 、 各項目に対する 具体的な取組内容を院内周知する と と も に、経営コ ンサルタ

ント を 導入し 収益改善に向けて取り 組んだ。  

経営財務担当では、 令和５ 年度決算書及び令和７ 年度予算書の調製を 行った。  
 

３  令和７ 年度の課題 

経営企画担当では、 第四次中期経営改善計画（ 公立病院経営強化プラ ン） の進行

管理を 行う 。  

経営財務担当では、 予算・ 決算の調整を行う と と も に、 予算の適正な執行管理を

行う 。  

                          （ 文責 齋藤 滋貴）  
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■病院総務課                          

１  ス タ ッ フ  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

課長 高橋 克典 総務担当統括主幹 石井 津与志 

人事担当統括主幹 佐野 昌哉 施設物品担当統括主幹 佐野 和美 

施設物品担当統括主幹 鈴木 浩二 施設物品担当主幹 石井 治雄 

人事担当主幹 川口 真季子 施設物品担当主幹 櫻井 みど り  

主査 角入 あゆ美 主査 百澤 伯昭 

主査 佐山 侑希 主査 石井 宏樹 

上席技師 望月 堅次 上席主事 清 莉帆 

主事 山口 寛人 技師 齋藤 圭佑 

業務員（ ※）  大石 昌男 業務員（ ※）  田中 伸一 

業務員（ ※）  増子 秀一 事務補助員（ ※）  坪井 美千代 

事務補助員（ ※）  佐野 友理子 事務補助員（ ※）  大石 菜摘 

事務補助員（ ※）  井鍋 絢子 事務補助員（ ※）  原 礼子 

（ ※） は会計年度任用職員 
 

２  令和６ 年度の業務実績 

病院総務課の業務は、病院運営を円滑に進める ための管理事業を主な事業と し ている 。

総務担当、 人事担当、 施設物品担当の３ 担当を 構成し 、 総務担当は病院全体の庶務・ 開

設許可事項等の許認可申請、 人事担当は人事・ 福利厚生関係、 施設物品担当は施設整備

や物品購入を主な業務と し ており 、 以下の 12 事業を所管し ている 。  
 

（ １ ） 中央病院運営事業      （ ２ ） 中央病院事務管理事業 

（ ３ ） 中央病院人材活用事業    （ ４ ） 中央病院勤務条件整備事業 

（ ５ ） 中央病院給与支給事務事業  （ ６ ） 中央病院職員福利厚生事業 

（ ７ ） 中央病院安全衛生管理事業  （ ８ ） 中央病院市有財産管理事業 

（ ９ ） 中央病院環境整備事業    （ 10） 中央病院院内保育所運営事業 

（ 11） 中央病院施設管理事業    （ 12） 中央病院防災対策事業 
 

３  令和７ 年度の目標 

医師をはじ めと し た医療従事者の確保に取り 組むと と も に、働き 方改革を推進し

勤務環境の改善を図っていく 。  

施設及び設備については、 維持管理を適切に行い、 新病院の設立ま での間、 老朽化

し た施設機能の保持に努めていく 。  

災害対策事業は、 災害拠点病院と し ての基盤強化を目的に、 災害対策用設備及び

資機材等の配備を計画的に進め、 災害訓練を計画的に実施し 、危機管理体制の構築

に努めていく 。  

（ 文責 高橋 克典）  
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■医事課                            

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

課長 寺田 和子 医事担当統括主幹 小林 秀規 

医事担当主幹 田中 健太郎 医事担当主査 宮城島 基生 

医事担当上席主事 井出 将斗 医事担当主事 澤山 由里子 

医事担当主事補 櫻井 雅之 シス テム 担当統括主幹 山田 勝彦 

シス テム担当主幹 露木 秀俊 シス テム 担当上席主事 川本 悦子 

渉外担当（ ※）  池田 学 渉外担当（ ※）  出口 智 

通訳（ ※）  鈴木 智美 事務補助員（ ※）  芦澤 祥子 

事務補助員（ ※）  柴﨑 香苗 事務補助員（ ※）  守屋 理恵 

事務補助員（ ※）  桑原 里佳 

（ ※） は会計年度任用職員 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

医事担当は、患者に良質な医療及びサービス を提供する ための受付等の窓口事務と 診

療報酬の請求、 シス テム担当においては、 医療情報シス テムの管理運用を主な業務と し

つつ、 シス テムの定期更新を実施し ており 、 以下の５ 事業を所管し ている 。  

（ １ ） 中央病院窓口事業         （ ２ ） 中央病院外国人患者対応事業 

（ ３ ） 中央病院診療報酬請求事業     （ ４ ） 中央病院情報シス テム管理事業 

（ ５ ） 中央病院 I CT化推進事業 

 

３  令和７ 年度の目標 

医事担当においては、 令和８ 年度診療報酬改定に関する 情報収集を 行う と と も に、 現

行の施設基準を維持し ながら 、 新規･上位施設基準の取得によ る 収益増に努める 。 併せ

て、 査定によ る 診療報酬の減額を減ら すため、 査定率の縮減を図る 。  

シス テム担当においては、 院内医療情報シス テムを運用管理する と と も に、 医療 DX

推進施策に対応する 。   

 

 

（ 文責 寺田 和子）  
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■地域医療連携センタ ー                    

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役職 氏  名 

 

総括センタ ー長 

 

野田 靖人 

 

センタ ー長兼 

副看護部長 

 

柘植 範子 

 

〔 地域医療連携室〕  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

看護長 齋藤 洋実 副看護長 野畑 圭子 

統括主幹 和泉 由佳 主幹 小山 恵里 

主査 齋藤 香須美 上席看護師 加藤 浩子 

上席看護師 浅沢 美由樹 上席看護師 竹川 裕香 

上席看護師 鈴木 千恵美 上席看護師 鈴木 かほり  

主査（ MSW）  前嶋 真理子 主査（ MSW）  遠藤 卓馬 

主事（ MSW）  柘植 大輔 事務補助員（ ※）  濱田 ひろみ 

事務補助員（ ※） 佐野 順子 事務補助員（ ※）  宮川 貴子 

事務補助員（ ※） 服部 朋子 事務補助員（ ※）  鶴橋 好美 

事務補助員（ ※） 佐野 奈津子   

 （ ※） は会計年度職員 

〔 総合相談室〕  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

副看護長 滝澤 佐織 統括主幹（ MSW）  江村 宏子 

主幹（ MSW）  佐藤 理絵   

 

〔 入院支援室〕  

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

専門員 野澤 里美 専門員 東川 真理 

専門員 遠藤 里花 上席看護師 渡辺 ま ゆみ 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

（ １ ） 地域医療連携室 

   ・ 退院調整依頼患者数( ス ク リ ーニング)  7, 707 人（ う ち調整 2, 115 人）  

   ・ 訪問看護延べ訪問回数 1, 725 回（ う ち緊急 87 回）  

   ・ 病診（ 病病） 連携 FAX受信予約数 4, 124 件 
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      ・ ふじ のく にねっと 開示件数 1, 369 件 

   ・ 診療科と 医師の紹介冊子発行 650 冊 

   ・ 地域連携だよ り 発行 ５ 月、 10 月、 ２ 月各 550 部 

   ・ 病院・ 診療所等訪問 54 ヶ 所 

   ・ 富士市立中央病院地域医療連携施設運営委員会４ 回開催 

   ・ 連携搬送パス 19 件、 肺炎地域連携パス 12 件 

（ ２ ） 総合相談室 

   ・ 相談件数 13, 503 件（ う ちがん相談 998 件）  

・ 総合相談カンフ ァ レ ンス  毎週水曜開催 

  ・ がん患者サロ ン 毎月第４ 水曜日 12 回開催 

（ ３ ） 入院支援室 

   ・ 入院予定患者さ んと ご家族が、 安心し て療養生活を送る こ と ができ る よ う 、 入 

院前から 関わり 、 多職種によ る 支援につなげた。  

   ・ 入院前支援介入数 4, 405 件、 予定入院患者 5, 379 件 

   ・ 入院前支援実施率 81. 9％ 

 

３  令和７ 年度の目標 

地域医療連携センタ ー 

目標： 各職種の専門性を発揮し て、 院内外で連携し 地域連携医療を 強化する  

〔 行動目標〕  

１ ）  専門性を高める ために自己研鑽に努め、 地域医療連携の課題解決に向けた取り

組みを 実施する  

２ ）  院内外の多職種と 連携・ 協働し 、 患者の意向に寄り 添った看護を実践する  

３ ）  災害発生時に対応でき る 支援体制を 

４ ）  職場の多様性を認め合い、エンパワ ーメ ント し 、風通し の良い職場つく り をする  

５ ）  その人ら し い生活を実現する ため、 互いの専門的視点と 機能を補完し 高め合い

ソ ーシャ ルワ ーク を実践する  

６ ）  地域の医療機関と の連携を 深める ために、 院内外に向けた情報発信や連絡調整

を行う  

 

 

（ 文責 齋藤 正美）  
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■医療安全対策室                               

１  ス タ ッ フ 

役  職 氏  名 

医療安全対策室 室長 （ 副院長兼総括部長）  梶本 徹也 

専従リ ス ク マネジャ ー （ 副看護部長）  若本 奈緒美 

看護師（ 会計年度職員）  伊藤 輝美 

専任薬剤師 佐藤 実香 

事務補助（ 看護部）  久保田 紫野 

メ ンバー（ 兼務）  12 名 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

 １ ） イ ンシデント ・ アク シデント レ ポート の集計、 分析 

年 度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 

報告件数 3, 541 3, 380 3, 138 

 ２ ） 医療安全相談 計 ２ 件 

月 ４  ５  ６  ７  ８  ９  10 11 12 １  ２  ３  

相談数 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  1 1 ０  ０  

３ ） 医療安全研修  

  第１ 回「 ペイ シェ ント ハラ ス メ ント への対応」 参加率 98. 5％ 

  第２ 回「 医療安全のための職場環境の整備」 参加率 98. 3％        

４ ） 医療安全関連講義 

   ・ 新規採用者講義        １ 回 

  ・ ４ 月赴任医師講義   １ 回 

  ・ 看護部リ ス ク 教育講義 ４ 回 

  ・ 市立看護学校講義   ６ 回 

  ・ 看護部看護補助者研修 ２ 回 

  ・ 特定行為研修     ３ 回 

５ ） 医療安全情報 

  ・ 院外から の医療安全情報を 関係部署に配布し 、 情報の提供と 周知  

 ６ ） 改善事項 

   ・「 医療安全対策マニュ アル」 改訂・ 作成と 周知 

７ ） 医療安全活動 

・ 医療安全推進週間（ 令和６ 年 11 月１ 日～11 月 30 日）「 誤薬防止」 をテーマに

全職員に標語を募集し 442 作の応募があった。 最優秀標語を全職員が名札にい

れ医療安全の意識高揚に努めた。 ま た院内エント ラ ンス ホールにポス タ ーと 標
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語を掲示し た。  

・ 医療安全地域連携相互評価の実施（ 富士・ 富士宮地区計７ 施設）  

  訪問評価を２ 施設行い、 訪問審査を１ 施設よ り 受けた 

・「 救急カート 管理マニュ アル」 に沿って巡回を実施 

・ 周産期カンファ レ ンス への参加 

・ 転倒防止のための掲示物の改訂 

・ 損害保険会社に報告する 事例の決定 

・ 麻薬残数確認表の改訂 

８ ） 医療安全対策室たよ り 発行（ 12 回）  

   ・ 診療部、 診療技術部、 看護部、 事務部全ての部署に部署別種類別報告数を一覧

表にし 、 コ メ ント を付けて配布 

・ 重要かつ緊急性のある 事例に対し 注意喚起する ため号外を発行（ ９ 回）  

９ ）  イ ンシデント レ ポート 等の情報から 、 各部署に医療安全調査改善を 16 件依頼 

   （ 改善報告 11 件、 継続中 1 件）  

    ・ 薬剤科、 看護部に小児への誤薬防止対策を依頼 

・ 看護部に CVC・ BACの固定方法の改善を依頼 

    ・ 臨床検査科に検査室での転倒を防止する ための対策を依頼 

    ・ 看護部に患者の注意喚起掲示物の院内統一化を 依頼 

・ 総務課に転倒防止のための案内掲示板の作成と 掲示を依頼 他 

 

３  令和７ 年度の課題 

１ ）  医療事故調査制度に伴い、 今後も 医療に関する 患者さ んと 家族の疑問の増加が

考えら れる 。 医療安全相談に応じ 、 患者と 家族の疑問・ 不信・ 不安の軽減に努め

る  

２ ）  職員の医療安全に対する 意識の向上を図る  

（ １ ） 薬剤製剤の 6R関連のイ ンシデント の減少を 目指す 

（ ２ ） 医療者が関与する 転倒転落重症事例ゼロ を目指す 

（ ３ ） 各部署から のイ ンシデント レ ポート 提出向上に向けた取り 組みを 検討する  

 ３ ）  安全な医療を提供する ために、 年間 15 件以上の業務改善の推進を 図る  

 ４ ）  医療安全推進週間のテーマに沿った活動 

＜活動内容＞ 

（ １ ） イ ンシデント レ ポート 事例の改善依頼と 依頼後の確認 

  （ ２ ） 医師から のイ ンシデント レ ポート 提出件数を 全体の１ 割を目指す 

  （ ３ ） マニュ アルを遵守し た行動ができ ている か確認 

  （ ４ ） 各部署のマニュ アルの見直し 修正、 周知を促す 

（ 文責  梶本 徹也）  
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■院内感染対策室（ Ｉ Ｃ Ｔ ）                    

１  ス タ ッ フ 

役職 氏  名 役職 氏  名 

室長 吉田 清哉（ 感染対策室長兼外科副部長)  メ ンバー 増田 満伯（ 感染対策専従看護師） 

本間 功武（ 感染対策専従看護師） 

他 15 名 

 

２  令和６ 年度の取組実績 

（ １ ） I CT定例会  12 回（ 毎月１ 回、 第４ 水曜日）  

（ ２ ） 耐性菌対策評価ラ ウ ンド （ 毎週水曜日）  

（ ３ ） 院内感染対策室（ I CT） によ る ラ ウ ンド を実施 

I CTラ ウ ンド は毎週水曜日に実施し た。ラ ウ ンド 時に手指衛生の遵守を指導し 、

アウ ト ブレ イ ク の際には手指衛生の直接監視ラ ウ ンド を実施し た。年間の手指衛

生指数は 29. 6 であった。  

その他にも 耐性菌ラ ウ ンド 、耐性菌対策評価ラ ウ ンド 、血流感染ラ ウ ンド 、AST

ラ ウ ンド を実施し た。  

（ ４ ） I CT主催によ る 職員対象感染対策研修会の開催 

①内  容：「 手指衛生の変遷～量から 質へ～」  

      「 イ ンフ ルエンザのワ ク チンと 治療」  

 講  義： 令和６ 年９ 月 25 日（ 水） 17： 30～18： 45 

視聴期間： 令和６ 年９ 月 27 日（ 金） ～10 月 18 日（ 金）（ 動画視聴）  

講  師： 増田 満伯 専従、 李 広烈 医師  

参加人数： 951 人 

参 加 率： 97. 7％ 

当日、 不参加者は動画視聴と し 、 desknet’ s にてアンケート 集計し た。  

②内  容：「 コ ロ ナ後の感染対策と 抗菌薬適正使用」  

 講  義： 令和７ 年１ 月９ 日（ 木） 17： 15～18： 15 

視聴期間： 令和７ 年１ 月 10 日（ 金） ～１ 月 31 日（ 金） ま で 

講  師： 日馬 由貴 医師 

参加人数： 945 人 

参加率： 94. 8％ 

当日、 不参加者は動画視聴と し 、 desknet’ s にてアンケート 集計し た。  

（ ５ ） 感染対策地域連携カンフ ァ レ ンス の開催【 全４ 回実施】  

   感染対策向上加算３ 取得医療機関【 川村病院、 湖山病院、 富士整形外科病院、 大

富士病院】 と 富士市医師会、 富士保健所と 連携し 、 感染対策の向上や最新知見の

周知に貢献し た。 令６ 年８ 月 28 日（ 水） 第２ 回目は「 新興感染症発生等想定訓

練」を 共立蒲原総合病院と 、その連携施設である 聖隷富士病院と 合同で実施し た。 
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カンフ ァ レ ンス 開催日時 

① 令和６ 年５ 月 22 日（ 水） 18 時よ り   中央病院  

② 令和６ 年８ 月 28 日（ 水） 18 時よ り   中央病院 

③ 令和６ 年 11 月 27 日（ 水） 18 時よ り   中央病院 

④ 令和７ 年２ 月 26 日（ 水） 18 時よ り   中央病院 

（ ６ ） 感染対策向上加算を取得し ている 共立蒲原総合病院、 富士宮市立病院と の相互評

価を 実施 

  ①令和６ 年 10 月 16日( 水) 共立蒲原総合病院の評価 富士市立中央病院が訪問し た。 

  ②令和６ 年 11 月 13 日( 水) 富士市立中央病院の評価 富士宮市立病院が来院し た。 

（ ７ ） サーベイ ラ ンス の実施 

  ①検出菌サーベイ ラ ンス 【 JANI S】  

  ②SSI サーベイ ラ ンス 【 JANI S】  

  ③I CUサーベイ ラ ンス 【 JANI S】  

④手指消毒指数サーベイ ラ ンス  

（ ８ ） 抗菌薬適正使用の推進（ AST）  

   東京慈恵会医科大学 感染症科 李広烈医師の派遣（ 第２ 、 ４ 木曜日） によ り 抗

菌薬治療のコ ンサルテーショ ンなど 抗菌薬の適性使用が向上し た。  

（ ９ ） 感染症診療に対する 対策 

当院は第２ 種感染症医療機関と し て新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症を含めた各種感

染症治療に対し 迅速に対応し た。 職員への指導・ 研修の実施や院内の感染対策の遵

守状況の確認を 行い、 感染防止対策の向上に努めた。  

 

３  令和７ 年度の課題 

 富士医療圏の病院、 保健所、 医師会と 連携し 、 感染症に関する 最新知見やエビデンス

を考慮し た感染防止活動を 推進する 。 ま た、 近隣施設から の相談等にき め細かく 応じ 、

地域医療の向上に貢献し ていく 。 AST活動の強化、 感染防止策の遵守率向上を図り 、 医

療関連感染の発生低減に努める 。 サーベイ ラ ンス を継続し 、 感染症の発生やその原因に

関する データ を継続的に収集・ 分析し 、 当該部署へのフ ィ ード バッ ク と 必要な対策を講

じ ていく 。  

 

（ 文責 吉田 清哉）  
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■診療情報管理室                         

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

室長兼外科副部長 良元 和久 副室長 北島 美鈴 

主幹（ 診療情報管理士）  島田 英介 主査（ 診療情報管理士）  齋藤 智恵美 

上席主事（ 診療情報管理士） 白石 一希 上席主事（ 診療情報管理士）  西川 麻衣 

主事（ 診療情報管理士）  川口 謙   

中央病歴管理室 メ ディ カルク ラ ーク  

診療記録管理者 ５ 名 １ 階外来チーム ４ 名 

事務補助員 １ 名 ２ 階外来チーム ５ 名 

  病棟チーム ４ 名 

  書類チーム ４ 名 

  レジスト リ チーム  ４ 名 

  PFMチーム ３ 名 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

診療情報管理室全体と し ては、 ①電子カルテ更新に伴う 構成・ 運用の再構築 ②メ ディ カ

ルク ラ ーク の対応業務拡大 ③コ ーディ ング検証と 様式 1 登録に取り 組んだ。  

特に今年度は電子カルテ更新に伴い、 電子カルテの各部門のデザイ ンの提案、 停止時の

手書き カルテの整備、 導入後不具合のリ サーチと 指摘、 検索シス テム変更に伴う 統計調査

業務の組み直し 、 タ スク シフティ ングを推進・ 業務拡大のため検査説明室の業務開始、 病

棟チームの配置病棟拡大等、 医療者の業務負担軽減でき る よ う 努めた。 ま た医療安全、 感

染対策と 連携し 、 身体的拘束チームへの参加等 TQM活動を推進し た。  

その他、 ①診療情報管理士、 メ ディ カルク ラ ーク の教育の実施 ②経営コ ンサルタ ント

のテーマに対する 情報資料の提供 ③DPCコーディ ング検証によ る 病名、術式変更を関係部

署に情報提供を行った。  

【 中央病歴管理室】  

中央病歴管理室の実績と し ては、①統計・ 研究調査等依頼業務（ 調査業務実績 149 件）  ②

DPCコ ーディ ング検証と 様式1の登録開始 ③電子カルテ不具合リ サーチと 報告 ④臨床指

標を含む TQM活動の推進を行った。  

【 メ ディ カルク ラ ーク 】  

メ ディ カルク ラ ーク の実績は、 ①書類対応診療科の拡大（ 泌尿器科、 口腔外科、 外科）、

②対応書類の拡大（ 臨床調査個人票、 訪問看護指示書）、 ③検査説明室の業務開始、 ④対応

病棟の拡大と 不在時対応の構築、 ⑤NCDの登録範囲拡大（ 膵癌登録、 産婦人科） を行った。 
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３  令和６ 年度 診療情報管理室研修・ 勉強会 

 診療情報管理室では、 病院全体で行われる 、 医療安全、 感染対策、 診療報酬等の研

修以外に、 専門性を高める ため、 研修計画を立て定期的に実施し た。  

診療情報管理室全体 診療情報管理士

4月 新電子カ ルテ操作研修 新電子カ ルテ 操作研修

5月
会計年度職員と し て の能力について
会計年度任用職員人事評価マニュ ア ルについて
業務KYT（ 危険予知ト レ ーニン グ）

症例登録作業の効率化と タ ス ク シ ェ アについて

6月 新プラ イ ム レ ポート 操作説明
GLI M基準について
新し いDWHについて 　 操作研修

7月

8月

9月 感染勉強会 新病院建設検討WGと 経緯について

10月 診療情報管理学会学術大会伝達講習

11月

12月 カ ルテ開示について

1月 メ ン タ ルヘルス 研修 メ ン タ ルヘルス 研修

2月 2年目診療情報管理士成果発表

3月 業務KYT（ 危険予知ト レ ーニン グ） 診療情報管理士生涯学習研修会
 

４  令和６ 年度 診療情報管理室業務実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度 2023年度 2024年度

診療録受領 10,660 11,114 11,743

サマリ ー受領 10,650 10,792 11,650

量的監査 10,411 10,785 11,443

病歴登録 6,063 10,867 9,595

新規DPC登録 2,156 3,992

DPC仮コ ーディ ン グ 4,349 4,765 6,142

CasaFind ing 2,636 2,660 2,624

院内がん登録 1,360 1,347 1,254

第三者照会 32 30 47

統計等調査業務 101 137 149

診療支援 書類作成（ 書類チーム） 4,206 4,642

NCD（ 外科） 624 589 746

NCD（ 形成外科） 734 795 1,150

NCD（ 泌尿器科） 483 540 539

NCD（ 循環器内科） 361 299 319

NCD（ 病理診断科） 3 3 2

NCD（ 産婦人科_ ロ ボッ ト 手術） 22

JND（ 脳神経外科） 422 424 463

JOANR（ 整形外科） 424 406 419

診療情報

DPC

がん登録

外部対応

レ ジス ト リ
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５  令和７ 年度の目標 

① TQMセンタ ーを念頭においた診療情報管理体制の構築 

② 医療者の負担軽減のため、 メ ディ カルク ラ ーク 配置と 業務効率化 

③ 診療録質的監査体制の再構築 

④ 職種と し ての専門性強化に向け、 定期的な研修勉強会の推進 

 

（ 文責 良元 和久）  
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■人材育成センタ ー                    

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

センタ ー長 笠井 健司 統括主幹 齋藤 千賀子 

上席主事 町田 周太郎 看護長 勝又 祐子 

事務補助( ※)  岡 瑞季   

  （ ※） は会計年度任用職員 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

   人材育成センタ ーは、 次世代の医療人材を育成する ため、 職員の「 研修・ 研究支 

援」、「 人材育成支援」 を柱と し て、 以下の事業を所管し ている 。  

 

( １ )   新規採用職員研修 

 ( ２ )   部門横断研修 

( ３ )   I CLS 講習会 

( ４ )   JMECC講習会 

( ５ )   臨床研修医の研修支援 

( ６ )   富士市立中央病院内科専門研修プロ グラ ム支援 

( ７ )  看護師特定行為研修支援 

( ８ )  学術研究支援 

( ９ )  地域の担い手育成事業 

( 10)  学生等病院見学・ 実習受入         

（ 11）  資格・ 人材管理 

( 12)   職場風土改革・ ハラ ス メ ント 対策 

（ 13）  夜間看護補助者研修 

( 14）  人材育成セミ ナー 

( 15)  人材育成方針・ 人材育成計画の進捗状況管理 

 

３  令和７ 年度の目標 

  ・ 各種研修実施及び研修支援を 行う こ と で、 職員全体のス キルアッ プと タ ス ク シ 

   フ ト に繋がる 人材を 育成する 。  

  ・ 部門の壁を越えて、 協働によ って課題を 超える 力を育む。  

  ・ 院内全職員を対象と し た心肺蘇生講習会について、 事務局と し て円滑な運営に 

努める 。  

（ 文責 笠井 健司）  
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■新病院建設準備室                        

１  ス タ ッ フ 

役 職 氏  名 役 職 氏  名 

事務部長兼新病院建設準備室長 青木 洋 統括主幹( ９ 月末ま で在任)  宇佐美 雄二 

統括専門員 芹澤 広樹 主幹( ９ 月末よ り 兼任)  櫻井 みど り  

主査( 10 月よ り 着任)  杉本 諒佑 主査 清水 涼真 

主事補 林田 康暉 

 

２  令和６ 年度の業務実績 

新たな病院の整備のため、 新病院建設事業を主な業務と し ている 。  

「 富士市新病院建設基本構想等審議会」 を新設し 、 令和６ 年 12 月に、 新病院建設の基

礎資料と なる 「 富士市立中央病院新病院建設基本構想」 を策定し た。  

ま た「 新病院建設検討部会・ WG」 と し て、 以下の５ の部会・ 18 の WGを 組成し 、「 富

士市立中央病院新病院建設基本計画」について、令和７ 年度策定に向け、検討を 進めた。  

 

  ＜救急・ 重症病棟・ 手術部会＞ 

（ １ ） 救急 WG （ ２ ） 重症病棟 WG （ ３ ） 手術・ 中材 WG 

  ＜病棟部会＞ 

（ ４ ） 一般病棟 WG （ ５ ） 周産期病棟 WG  

  ＜外来・ 地域連携・ 災害等部会＞ 

（ ６ ） 外来 WG （ ７ ） 地域連携 WG （ ８ ） 災害等対策 WG 

  ＜診療・ 供給部会＞ 

（ ９ ） 放射線 WG （ 10） 内視鏡 WG （ 11） 臨床検査 WG 

（ 12） リ ハビ リ WG （ 13） 薬剤 WG （ 14） 栄養管理 WG 

  ＜管理部会＞ 

（ 15） 一般管理 WG （ 16） 労務・ 人事・ 教育 WG （ 17） 物流管理 WG 

（ 18） 医療機器・ 情報シス テム WG   

 

３  来年度の課題 

 令和７ 年度は、 基本構想を実現する ための部門別・ 分野計画である「 富士市立中央病

院新病院建設基本計画」 およ び、 設計・ 施工者を 選定する ための「 要求水準書」 の策定

に努めていく 。  

（ 文責 藁科 譲）  
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